
一

は
じ
め
に

地
方
語
の
歴
史
研
究
は
、
言
語
地
理
学
的
方
法
を
用
い
て
、
大
き
な
成
果
を
あ
げ
て
き
た
。

言
語
地
理
学
的
な
歴
史
研
究
は
、
現
在
の
言
語
事
象
の
一
々
に
つ
い
て
、
そ
れ
ら
の
地
理
的
分

布
を
基
に
、
過
去
の
言
語
実
態
を
推
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
い
わ
ば
、
状
況
証
拠
を

積
み
上
げ
て
組
み
立
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
、
言
語
地
理
学
的
研

究
の
弱
点
を
補
う
た
め
に
は
、
物
的
証
拠
を
丹
念
に
拾
い
集
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
論
を
固
め
る

必
要
が
あ
る
。
物
的
証
拠
と
な
る
過
去
の
言
語
事
象
が
残
さ
れ
て
い
る
の
は
、
文
献
を
お
い
て

ほ
か
に
は
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
地
方
語
史
研
究
の
深
化
を
図
り
、
確
実
な
も
の
と
す
る
た

め
に
は
、
文
献
学
的
な
研
究
が
欠
か
せ
な
い
。

地
方
語
史
研
究
に
お
け
る
文
献
学
的
研
究
の
重
要
性
・
有
効
性
に
つ
い
て
は
、夙
に
柴
田（
一

九
六
五
）、
迫
野
（
一
九
七
〇
）
な
ど
に
よ
っ
て
説
か
れ
て
き
た
。
そ
し
て
、
文
献
学
的
地
方

語
史
研
究
に
有
効
な
具
体
的
資
料
と
し
て
、
迫
野
（
一
九
七
〇
・
一
九
八
二
）
や
小
林
隆
（
一

九
八
六
）
が
、
古
文
書
・
古
記
録
、
農
書
の
類
を
提
案
し
た
ほ
か
、
作
田
（
二
〇
〇
七
・
二
〇

一
一
ａ
・
二
〇
一
一
ｂ
・
二
〇
一
三
）
は
、
道
中
記
や
飢
餓
資
料
・
農
事
日
記
・
年
代
記
な
ど

の
庶
民
資
料
を
方
言
音
声
史
研
究
資
料
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
ま
た
、
小
林
芳
規
（
一
九

九
二
）
は
角
筆
文
献
、
原
（
二
〇
一
一
）
は
聞
書
き
の
類
を
用
い
た
研
究
の
可
能
性
を
指
摘
し

た
。し

か
し
、
こ
の
よ
う
に
文
献
学
的
研
究
の
重
要
性
・
有
効
性
が
説
か
れ
て
き
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
現
在
も
な
お
、
文
献
学
的
研
究
が
、
活
発
に
行
わ
れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
状
況
で
あ

る
。
そ
の
原
因
の
一
つ
と
し
て
、
各
地
に
残
さ
れ
た
膨
大
な
分
量
、
か
つ
様
々
な
性
格
を
有
す

る
古
文
書
や
、
日
記
な
ど
の
古
記
録
・
聞
書
き
・
角
筆
文
献
な
ど
か
ら
、
口
頭
語
的
な
言
語
事

象
を
豊
富
に
含
ん
だ
、
研
究
に
堪
え
得
る
文
献
を
探
し
出
す
こ
と
に
、
か
な
り
の
時
間
と
労
力

を
要
す
る
点
が
あ
げ
ら
れ
る
。ま
た
、そ
れ
ら
の
多
く
が
活
字
と
し
て
翻
刻
さ
れ
な
い
ま
ま
に
、

写
本
と
し
て
残
さ
れ
て
お
り
、
原
本
に
基
づ
い
た
解
読
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
も
、
文
献
資
料

の
活
用
を
抑
制
す
る
要
因
と
な
っ
て
い
る
。
見
出
さ
れ
た
古
文
書
や
古
記
録
と
い
っ
た
文
献

が
、ど
の
よ
う
な
人
間
に
よ
っ
て
、ど
の
よ
う
な
目
的
で
作
成
・
書
写
さ
れ
た
の
か
と
い
っ
た
、

当
該
文
献
の
性
格
に
つ
い
て
の
位
置
づ
け
に
困
難
を
伴
う
こ
と
も
マ
イ
ナ
ス
要
因
と
し
て
働
い

て
い
る
。
さ
ら
に
、
地
方
語
史
に
関
わ
る
言
語
事
象
を
豊
富
に
拾
い
上
げ
ら
れ
る
文
献
は
極
め

て
少
な
く
、個
々
の
文
献
か
ら
抽
出
さ
れ
る
言
語
事
象
が
、断
片
的
な
も
の
に
止
ま
る
こ
と
も
、

研
究
を
躊
躇
さ
せ
る
要
因
と
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
様
々
な
困
難
が
あ
る
と
し
て
も
、
文
献
学
的
な
研
究
を
な
お
ざ
り
に
し
た
ま

ま
で
は
、
今
後
の
地
方
語
の
歴
史
研
究
の
深
化
は
見
込
め
な
い
と
思
わ
れ
る
。
地
方
語
史
研
究

を
進
め
る
た
め
に
は
、多
大
な
時
間
と
労
力
を
費
や
し
て
で
も
、新
た
な
文
献
資
料
を
発
掘
し
、

当
時
の
人
々
が
使
っ
た
言
葉
を
一
つ
ひ
と
つ
拾
い
上
げ
、
デ
ー
タ
と
し
て
蓄
積
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。
そ
の
う
え
で
、
各
デ
ー
タ
に
つ
い
て
の
言
語
地
理
学
的
な
知
見
と
を
総
合
し
た
分

析
と
解
釈
が
求
め
ら
れ
る
。

本
稿
で
は
、
ま
ず
有
益
な
文
献
資
料
の
発
掘
と
い
う
課
題
に
関
し
て
、
徳
島
県
立
図
書
館
所

蔵
『
三
宅
松
庵
日
記
』
を
取
り
上
げ
、
近
世
徳
島
言
葉
（
方
言
）
を
反
映
し
た
と
考
え
ら
れ
る

文
献
学
的
地
方
語
史
研
究
資
料
の
発
掘
と
言
語
事
象
の
解
釈

―
―
『
三
宅
松
庵
日
記
』
の
資
料
的
価
値
と
風
位
呼
称
「
ワ
イ
タ
」
の
語
源
を
め
ぐ
っ
て
―
―

原

卓

志

（
キ
ー
ワ
ー
ド‥

地
方
語
史
、
徳
島
言
葉
、
三
宅
松
庵
日
記
、
風
位
語
彙
、
ワ
イ
タ
）
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語
句
に
着
目
し
、
そ
の
研
究
資
料
と
し
て
の
可
能
性
に
つ
い
て
述
べ
る
。
ま
た
、
文
献
に
現
れ

た
言
語
事
象
の
解
釈
に
か
か
わ
る
具
体
例
と
し
て
、
徳
島
県
海
陽
町
宍
喰
の
風
位
語
彙
の
中
か

ら
「
ワ
イ
タ
」
を
取
り
上
げ
て
、
同
所
の
大
日
寺
に
所
蔵
さ
れ
る
『
新
撰
古
暦
便
覧
』
に
見
ら

れ
る
文
献
例
と
各
地
の
「
ワ
イ
タ
」
の
風
位
分
析
を
通
し
て
、「
ワ
イ
タ
」
に
関
す
る
新
た
な

語
源
解
釈
を
行
う
。

二

地
方
語
史
資
料
と
し
て
見
た
『
三
宅
松
庵
日
記
』

（
1
）
三
宅
松
庵
と
徳
島
県
立
図
書
館
所
蔵
『
三
宅
松
庵
日
記
』

徳
島
県
立
図
書
館
森
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
『
三
宅
松
庵
日
記
』（
以
下
『
松
庵
日
記
』

と
略
称
す
る
）
の
筆
者
で
あ
る
三
宅
松
庵
に
つ
い
て
は
、
藤
井
（
一
九
七
三
）、
金
沢
（
一
九

七
四
）
に
紹
介
が
あ
る
が
、
松
庵
の
娘
で
あ
る
上
田
美
寿
の
日
記
『
桜
戸
日
記
』
の
解
説
の
中

で
、
松
庵
に
つ
い
て
紹
介
し
た
棚
橋（
二
〇
〇
一
）が
詳
し
い
。
以
下
に
は
棚
橋（
二
〇
〇
一
）

か
ら
引
用
す
る
。

美
寿
の
父
、
三
宅
民
助
（
元
文
元
年
（
一
七
三
六
）
〜
文
化
二
年
）
は
松
庵
と
号
し
、「
自

幼
好
学
、
宗
太
宰
氏
之
説
受
業
者
数
十
人
、
又
通
兵
学
、
其
他
詩
歌
俳
諧
書
画
泡
茶
三
芸

皆
莫
不
渉
識
、
而
尤
用
心
医
術
、
探
求
香
川
吉
益
二
家
之
旨
」
と
墓
碑
銘
に
記
さ
れ
て
い

る
。
家
老
稲
田
の
家
臣
で
あ
り
、
儒
者
で
あ
り
医
者
で
も
あ
り
、
兵
学
に
も
通
じ
、
さ
ら

に
詩
歌
、
俳
諧
、
書
画
、
泡
茶
、
三
芸
の
こ
と
な
ら
知
ら
な
い
こ
と
は
な
い
と
い
わ
れ
る

文
化
人
で
も
あ
っ
た
。
な
か
で
も
俳
諧
は
「
脇
町
俳
壇
の
祖
」
と
さ
れ
、
脇
町
周
辺
に
蕉

風
俳
諧
を
広
め
、
嘉
永
期
に
脇
町
周
辺
に
俳
諧
が
隆
盛
す
る
基
礎
を
築
い
た
人
物
で
あ
っ

た
。
ま
た
、「
公
私
事
務
必
録
記
之
、
終
身
処
録
、
号
松
庵
日
記
凡
八
十
巻
」
と
、「
松
庵

日
記
」
と
名
付
け
た
日
記
を
生
涯
で
八
十
冊
書
き
残
し
た
と
い
う
筆
ま
め
な
人
間
で
も
あ

っ
た
。
こ
の
う
ち
安
永
六
年
（
一
七
七
七
）
五
月
か
ら
天
明
元
年
（
一
七
八
一
）
六
月
の

四
十
六
冊
は
、
徳
島
県
立
図
書
館
が
所
蔵
し
て
い
る
。

徳
島
県
立
図
書
館
に
蔵
さ
れ
る
『
松
庵
日
記
』
の
各
冊
は
、
薄
茶
色
表
紙
が
付
さ
れ
た
袋
綴

装
の
冊
子
本
で
、
そ
れ
ぞ
れ
、
縦
二
三
・
三
糎
、
横
一
六
・
四
糎
。
表
紙
に
は
、「
日
記

六

／
安
永
七
戊
戌
夏
四
月
」（
第
6
冊
）
の
よ
う
な
墨
書
題
簽
が
付
さ
れ
る
。
小
口
に
は
「
日
記

六
安
永
七
四
月
」（
第
6
冊
）
の
よ
う
な
墨
書
が
あ
る
。
本
文
は
一
頁
十
行
（
第
1
冊
は
九
行
）

の
漢
字
交
じ
り
平
仮
名
文
で
、
時
に
片
仮
名
が
交
え
ら
れ
る
。
各
冊
の
冒
頭（
一
丁
オ
）に
は
、

「
徳
島
県
立
図
書
館
藏
書
」（
単
郭
方
印
）、「
曽
在
森
敬
介
之
處
」（
陰
刻
横
長
方
印
）
の
朱
印

が
あ
る
。

徳
島
県
立
図
書
館
に
は
、
安
永
六
（
一
七
七
七
）
年
五
月
か
ら
天
明
元
（
一
七
八
一
）
年
六

月
ま
で
の
三
十
一
冊
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
各
冊
に
収
め
ら
れ
た
日
記
の
巻
数
と
日
付
は
以
下

の
通
り
で
あ
る
。

《
各
冊
の
収
録
巻
・
日
記
日
付
》

第
1
冊

巻
第
1

安
永
六
年
五
月
〜
七
月

第
2
冊

巻
第
2

安
永
六
年
八
月
〜
十
一
月
二
十
二
日

第
3
冊

巻
第
3

安
永
六
年
十
一
月
二
十
三
日
〜
十
二
月

第
4
冊

巻
第
4

安
永
七
年
正
月
・
二
月

第
5
冊

巻
第
5

安
永
七
年
三
月

第
6
冊

巻
第
6

安
永
七
年
四
月

第
7
冊

巻
第
7

安
永
七
年
五
月

第
8
冊

巻
第
8

安
永
七
年
六
月

第
9
冊

巻
第
9

安
永
七
年
七
月

第
10
冊

巻
第
10

安
永
七
年
閏
七
月

第
11
冊

巻
第
11

安
永
七
年
八
月

第
12
冊

巻
第
12

安
永
七
年
九
月

第
13
冊

巻
第
13

安
永
七
年
十
月

第
14
冊

巻
第
14

安
永
七
年
十
一
月

第
15
冊

巻
第
15

安
永
七
年
十
二
月

第
16
冊

巻
第
16

安
永
八
年
正
月

第
17
冊

巻
第
17

安
永
八
年
二
月

第
18
冊

巻
第
18

安
永
八
年
三
月

第
19
冊

巻
第
19

安
永
八
年
四
月

第
20
冊

巻
第
20

安
永
八
年
五
月

第
21
冊

巻
第
21

安
永
八
年
六
月

第
22
冊

巻
第
22

安
永
八
年
七
月

第
23
冊

巻
第
25
・
26

安
永
八
年
十
月
・
十
一
月

第
24
冊

巻
第
27

安
永
八
年
十
二
月

第
25
冊

巻
第
28
・
29
・
30

安
永
九
年
正
月
〜
三
月

第
26
冊

巻
第
34
・
35
・
36

安
永
九
年
七
月
〜
九
月

原 卓 志
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第
27
冊

巻
第
37
・
38
・
39

安
永
九
年
十
月
〜
十
二
月

第
28
冊

巻
第
40
・
41
・
42

安
永
十
年
正
月
〜
三
月

第
29
冊

巻
第
43
・
44

安
永
十
年
四
月
・
五
月

第
30
冊

巻
第
45

安
永
十
年
（
天
明
元
年
）
閏
五
月

第
31
冊

巻
第
46

天
明
元
年
六
月

巻
1
〜
4
で
は
、
二
・
三
ヶ
月
分
の
日
記
を
ま
と
め
て
一
巻
と
す
る
が
、
巻
5
以
降
で
は
、

一
ヶ
月
分
の
日
記
を
一
巻
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
一
巻
を
一
冊
に
収
め
る
こ
と
を
基
本
と
し
て

い
る
が
、
第
23
冊
と
第
29
冊
は
、
二
巻
を
一
冊
に
収
め
、
第
25
〜
28
冊
は
三
巻
を
一
冊
に
収
め

て
い
る
。
安
永
六
年
五
月
か
ら
天
明
元
年
六
月
ま
で
の
日
記
と
し
て
、
本
来
は
四
十
六
巻
・
三

十
三
冊
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
巻
23
と
巻
24
（
安
永
八
年
八
月
と
九
月
）、
巻
31
〜
33
（
安

永
九
年
四
月
〜
六
月
）の
五
巻
・
二
冊
分
が
欠
け
て
い
る
。
先
に
引
用
し
た
よ
う
に
、
棚
橋（
二

〇
〇
一
）
で
は
、
四
十
六
冊
が
徳
島
県
立
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
る
と
す
る
が
、
右
の
よ
う
に
訂

正
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
な
お
、『
松
庵
日
記
』
が
も
と
も
と
八
十
巻
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、

徳
島
県
立
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
る
の
は
、
そ
の
約
半
数
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

（
2
）『
三
宅
松
庵
日
記
』
に
見
ら
れ
る
徳
島
言
葉

棚
橋
（
二
〇
〇
一
）
に
説
く
よ
う
に
、
三
宅
松
庵
は
「
家
老
稲
田
の
家
臣
で
あ
り
、
儒
者
で

あ
り
医
者
で
も
あ
り
、
兵
学
に
も
通
じ
、
さ
ら
に
詩
歌
、
俳
諧
、
書
画
、
泡
茶
、
三
芸
の
こ
と

な
ら
知
ら
な
い
こ
と
は
な
い
と
い
わ
れ
る
文
化
人
で
も
あ
」
っ
た
。
第
14
冊
、
安
永
七
年
十
一

月
の
日
記
に
も
、
折
々
に
催
し
た
感
慨
を
俳
句
や
短
歌
と
し
て
詠
み
込
ん
で
い
る
ほ
か
、
次
に

掲
げ
る
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

例
1

ま
れ
に
閑
然
た
れ
ハ
、
魯
寮
詩
偈
を
繙
ミ
る
に
（
十
一
月
十
八
日
、
⑭
33
丁
ウ
）

例
2

そ
れ
喰
�
�
手
に
蒙
求
一
巻
を
挑
て
／
閑
然
た
り
。（
十
一
月
十
九
日
、
⑭
37
丁
ウ
）

例
3

李
廣
傳
を
閲
ミ

し
、（
十
一
月
二
十
三
日
、
⑭
47
丁
ウ
）

例
4

道
具
を
／
取
置
、
文
選
の
古
詩
を
誦
し
、
爐
辺
に
傾
然
た
り
。（
十
一
月
二
十
三
日
、

⑭
48
丁
ウ
）

例
5

表
へ
象
藏
殿
・
益
藏
子
入
来
。
詩
経
を
素
讀
す
。（
十
一
月
三
十
日
、
⑭
64
丁
ウ
）

例
6

米
次
殿
の
趙
飛
燕
が
／
窈
窕
た
る
髻
髪
、
雲
の
こ
と
く
、（
十
一
月
二
十
八
日
、
⑭

58
丁
オ
ウ
）

例
1
は
、
つ
か
の
間
得
ら
れ
た
、
静
か
な
自
分
だ
け
の
時
間
に
『
魯
寮
詩
偈
』
を
繙
き
詠
ん

だ
と
い
う
記
述
で
あ
る
。
こ
の
『
魯
寮
詩
偈
』
は
、
九
州
肥
前
の
大
潮
元
皓
の
漢
詩
集
で
、
魯

寮
と
は
そ
の
号
で
あ
る
。
日
記
に
は
、
こ
の
記
述
の
後
に
「
和
賣
茶
口
占
贈
通
仙
亭
主
翁
十
二

首
」「
和
賣
茶
翁
卜
居
作
却
寄
三
首
」
の
全
十
五
首
の
絶
句
を
書
写
し
て
お
り
、
松
庵
が
日
本

の
漢
詩
文
に
通
じ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
例
2
は
、
余
暇
に
『
蒙
求
』
を
読
ん
だ
こ
と
を
述

べ
て
い
る
。
例
3
は
、「
桃
李
不
レ

言
、
下
自
成
レ

蹊
」
で
有
名
な
、
漢
の
李
廣
の
伝
を
読
ん
だ

と
い
う
記
述
で
あ
る
。
松
庵
の
読
ん
だ
李
廣
伝
が
『
漢
書
』
の
も
の
か
、『
史
記
』
の
も
の
か
、

確
定
し
が
た
い
が
、
中
国
の
史
書
に
も
通
じ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
こ
こ
に
は
引
用

し
な
か
っ
た
が
、
自
ら
の
貧
乏
を
話
題
と
し
な
が
ら
、
項
羽
と
劉
邦
の
話
に
発
展
し
て
い
く
十

一
月
二
十
一
日
の
記
述
か
ら
も
、
中
国
史
書
に
対
す
る
知
識
の
豊
か
さ
が
知
ら
れ
る
。
例
4
で

は
『
文
選
』、
例
5
で
は
『
詩
経
』
を
読
ん
だ
こ
と
が
記
さ
れ
る
。
例
6
は
、
漢
の
成
帝
に
寵

愛
さ
れ
た
美
女
、
趙
飛
燕
を
踏
ま
え
た
記
述
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
記
述
か
ら
松
庵
は
、『
詩
経
』（
四
書
五
経
）
か
ら
史
書
、
和
漢
の
漢
詩
文
集

な
ど
に
通
じ
、
日
常
的
に
こ
れ
ら
に
親
し
ん
で
い
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
三
宅

松
庵
が
筆
録
し
た
も
の
で
あ
る
故
に
、『
松
庵
日
記
』
の
文
章
は
、
文
化
人
ら
し
さ
を
身
に
ま

と
っ
た
漢
文
訓
読
調
の
文
章
語
を
基
調
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
よ
う
な

文
章
語
で
書
き
綴
ら
れ
た
日
記
の
中
に
、
時
折
り
、
当
時
の
口
頭
語
・
俗
語
的
な
語
句
が
姿
を

見
せ
る
。
以
下
に
は
、
そ
の
よ
う
な
語
句
を
幾
つ
か
取
り
上
げ
て
、
現
代
徳
島
方
言
に
つ
い
て

記
述
し
た
方
言
集
と
、『
日
本
国
語
大
辞
典
〔
第
二
版
〕』（
小
学
館
）
の
意
味
記
述
・
文
献
例

を
基
に
分
析
し
、
地
方
語
史
研
究
資
料
と
し
て
の『
松
庵
日
記
』の
価
値
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

⑴
ぶ
ん
ぶ

例
7

八
ツ

頃
に
又
通
じ
て
、
／
痘
形
又
枯
瘁
し
、
漸
�
に
煩
燥
し
、
唖
レ

た
る
聲
し
て
、
ブ

ン
フ
／
�
�
と
聞
へ
、
口
を
明
ケ

手
足
を
動
か
す
度
ご
と
に
、
薬
を
絞
り
入
／
て
、
押

静
メ

取
す
く
む
れ
ハ
、
暫
く
寐
入
事
も
あ
り
け
る
に
、（
安
永
七
年
十
一
月
四
日
・
⑭
9

丁
オ
）

《
高
田
（
一
九
八
五
）》

ブ
ン
ブ

水
。（
幼
）

《
日
本
国
語
大
辞
典
》

ぶ
う
〔
湯
〕〔
名
〕

湯
ま
た
は
茶
を
い
う
幼
児
語
。

＊
滑
稽
本
・
浮
世
風
呂
（1809

―13

）
三
・
下
「
湯
（
ブ
ウ
）
が
目
へ
這
入
た
」

＊
滑
稽
本
・
七
偏
人
（1857

―63

）
四
・
下
「
砂
糖
の
湯
（
ブ
ウ
）」
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方
言
幼
児
語

①
茶
。
京
都
府

兵
庫
県
加
古
郡

和
歌
山
県
日
高
郡

福
岡
県
久
留
米
市
・
八
女

郡

《
ぶ
》
島
根
県
出
雲

《
ぶ
う
ち
ゃ
ん
》
福
岡
県
八
女
郡

②
水
。
三
重
県
志
摩
郡

京
都
府

兵
庫
県
美
方
郡

島
根
県

岡
山
県
児
島
郡

広
島
県

山
口
県
玖
珂
郡

徳
島
県

香
川
県

愛
媛
県
新
居
郡

高
知
県

福
岡
県
久
留
米
市
・
八
女
郡
（
飲
み
水
）

長
崎
県
対
馬

大
分
県

沖
縄
県

首
里

《
ぶ
》
富
山
県

島
根
県

香
川
県

《
ぶ
う
ち
ゃ
ん
》
福
岡
県
八
女

郡
（
飲
み
水
）

ぶ
ぶ
〔
名
〕

①
茶
ま
た
は
湯
を
い
う
幼
児
・
女
性
語
。

＊
淨
瑠
璃
・
女
殺
油
地
獄
（1721

）
上
「
お
清
は
六
つ
中
娘
、
か
か
様
、
ぶ
ぶ
が

の
み
た
い
も
」

＊
洒
落
本
・
南
遊
記
（1800
）
三
「
コ
レ
組
さ
ん
茶
（
ブ
ブ
）
も
爰
に
冷
し
て
有

ぞ
へ
」

②
詐
欺
を
は
た
ら
こ
う
と
し
て
見
破
ら
れ
た
こ
と
を
い
う
、
犯
罪
者
仲
間
の
隠
語
。

方
言
幼
児
語

①
茶
。
滋
賀
県
犬
上
郡

京
都
府

大
阪
府

泉
北
郡

奈
良
県

岡
山
市

香
川

県
丸
亀
市
・
三
豊
郡

福
岡
県
三
池
郡

②
水
。
山
梨
県

岐
阜
県
養
老
郡

三
重
県
度
会
郡
・
宇
治
山
田
市

大
阪
府
泉
北

郡

兵
庫
県

奈
良
県

島
根
県

徳
島
県

福
岡
県
三
池
郡
（
飲
み
水
）

宮
崎
県
西
臼
杵
郡

③
魚
。
お
と
と
。
島
根
県
邑
智
郡

鹿
児
島
県
肝
属
郡

④
火
。《
ふ
ふ
》
鹿
児
島
県
鹿
児
島
郡

⑤
父
。
山
形
県
西
置
賜
郡

ぶ
う
ぶ
〔
名
〕
方
言

①
火
。
幼
児
語
。（
以
下
略
）

②
灯
火
。
明
か
り
。
幼
児
語
。（
以
下
略
）

③
水
。
幼
児
語
。《
ぶ
ん
ぶ
》
土
佐

新
潟
県
佐
渡
「
ぶ
ん
ぶ
飲
め
」

長
野
県
西

筑
摩
郡

岐
阜
県
本
巣
郡

静
岡
県

三
重
県
度
会
郡

島
根
県

徳
島
県

香
川
県

愛
媛
県
「
ぶ
ん
ぶ
あ
び
に
行
く
（
水
泳
に
行
く
）」

高
知
市

長

崎
県
南
高
来
郡

《
ぶ
ん
ふ
》
長
崎
県
南
高
来
郡

《
ぶ
や
・
び
や
》
長
崎
県

対
馬

《
ぼ
》
島
根
県
出
雲

④
茶
。
幼
児
語
。《
ぶ
ん
ぶ
》
岐
阜
県
本
巣
郡

滋
賀
県

島
根
県

⑤
雨
。（
以
下
略
）

⑥
酒
。（
以
下
略
）

⑦
魚
。
幼
児
語
。（
以
下
略
）

⑧
虫
。
は
え
（
蠅
）。
幼
児
語
。（
以
下
略
）

例
7
は
、
疱
瘡
の
病
状
が
悪
化
し
た
慶
助
の
様
子
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
発
熱
の
た
め
で

あ
ろ
う
か
、
喉
の
渇
き
を
覚
え
た
慶
助
が
、
嗄
れ
た
声
で
「
ぶ
ん
ぶ
、
ぶ
ん
ぶ
」
と
水
を
求
め

た
と
い
う
の
で
あ
る
。「
ぶ
ん
ぶ
」
と
は
、「
水
」
を
い
う
幼
児
語
で
あ
る
。
安
永
六
年
三
月
生

ま
れ
の
二
歳
に
満
た
な
い
慶
助
の
口
か
ら
出
た
「
ぶ
ん
ぶ
」
と
い
う
言
葉
を
、
そ
の
ま
ま
に
記

録
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
語
頭
の
「
フ
」
に
濁
点
が
付
さ
れ
、
語
末
の
「
フ
」
に
付
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
か
ら
、「
ぶ
ん
ふ
」
と
発
音
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
。
た
だ
、
現
代
の
徳
島
言
葉
で

は
、
高
田
（
一
九
八
五
）
に
「
ブ
ン
ブ
」
と
あ
る
よ
う
に
、「
ぶ
ん
ぶ
」
と
発
音
さ
れ
て
い
る

こ
と
。
ま
た
、
香
川
・
愛
媛
・
高
知
な
ど
、
徳
島
の
周
辺
地
域
で
も
「
ぶ
ん
ぶ
」
の
語
形
が
行

わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
例
も
「
ぶ
ん
ぶ
」
と
発
音
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

『
日
本
国
語
大
辞
典
』
に
は
「
ぶ
う
」
の
文
献
例
と
し
て
、『
浮
世
風
呂
』『
七
偏
人
』
の
例

を
あ
げ
る
。
ま
た
、「
ぶ
ぶ
」
に
つ
い
て
は
、『
女
殺
油
地
獄
』『
南
遊
記
』
の
文
献
例
を
掲
げ

る
が
、「
ぶ
ん
ぶ
」
の
文
献
例
は
掲
げ
ら
れ
な
い
。
お
そ
ら
く
、
当
時
の
共
通
語
（
あ
る
い
は

中
央
語
）
と
し
て
「
ぶ
う
」「
ぶ
ぶ
」
の
語
形
が
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、「
ぶ
ん
ぶ
」
は
地
方
語

と
し
て
存
在
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
例
6
は
、「
み
ず
」
の
幼
児
語
「
ぶ
ん
ぶ
」

が
徳
島
県
で
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
、
貴
重
な
文
献
例
と
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

⑵
し
る
い
（
じ
る
い
）

例
8

氷
リ

と
け
、
道
の
し
る
き
に
、
お
ほ
つ
か
な
け
れ
ハ
と
、
女
子
方
／
歩
行
也
。
旅
な

れ
て
り
ゝ
し
く
出
た
つ
。（
安
永
七
年
十
一
月
十
三
日
・
⑭
24
丁
ウ
）

《
金
沢
（
一
九
七
六
）》

ジ
ュ
ル
イ＝

ジ
ル
イ
〔
形
〕
道
路
の
泥
濘
な
こ
と

《
高
田
（
一
九
八
五
）》

ぬ
か
る
み

ね
ば

ジ
ュ
ル
イ

ジ
ル
イ
と
も
言
う
。
泥
濘
や
水
田
の
泥
が
水
を
含
ん
で
よ
く
粘
る
事
。（
愛

媛
も
同
じ
香
川
で
は
ジ
ュ
ル
イ
と
言
う
。
ジ
ル
タ
ン
ボ
参
照
）

原 卓 志
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《
日
本
国
語
大
辞
典
》

し
る
い
〔
形
口
〕
文
し
る
・
し
〔
形
ク
〕（「
し
る
（
汁
）」
を
活
用
さ
せ
た
語
か
。「
じ

る
い
」
と
も
）

①
液
と
な
っ
て
ね
ば
っ
こ
い
。
ま
た
、
汁
気
が
多
い
。
水
っ
ぽ
い
。

＊
名
語
記
（1275

）
五
「
し
る
き
も
の
の
か
た
ま
る
を
こ
る
と
い
へ
る
」

＊
日
葡
辞
書
（1603

―04

）「X
irui

（
シ
ル
イ
）〈
訳
〉
泥
、
か
ゆ
な
ど
の
よ
う
に

液
状
で
大
変
や
わ
ら
か
い
こ
と
」

＊
仮
名
草
子
・
似
我
蜂
物
語
（1661

）
下
「
つ
る
は
こ
べ
を
塩
に
て
も
み
、
沢
山

に
こ
し
ら
へ
て
壺
に
入
、
ふ
た
を
し
其
ま
ま
置
ば
、
三
年
四
年
過
け
れ
ば
み
な

水
の
ご
と
く
し
る
く
成
也
」

＊
浮
世
草
子
・
好
色
盛
衰
記
（1688

）
三
・
一
「
し
る
き
物
釜
底
の
食
（
め
し
）、

滝
川
」

＊
咄
本
・
露
休
置
土
産
（1707
）
三
・
一
五
「『
此
雑
吸
は
し
る
う
て
く
は
れ
ぬ
』

と
い
へ
ば
、
母
親
は
ら
を
立
、『
し
る
く
ば
ぼ
く
り
は
け
』
と
し
か
り
け
る
」

②
雨
降
り
や
水
ま
き
の
後
で
、
道
が
ぬ
か
っ
て
い
る
。
泥
が
深
い
。

＊
史
記
抄
（1477

）
三
・
夏
本
紀
「
塗
泥
と
は
し
る
い
ぞ
」

＊
宗
五
大
草
紙
（1528

）
騎
馬
の
事
「
道
の
し
る
き
時
は
、
返
し
も
も
だ
ち
を
取

る
べ
し
、
沓
を
は
く
べ
し
」

＊
浮
世
草
子
・
傾
城
色
三
味
線
（1701

）
大
坂
・
四
「
不
断
の
大
酒
に
足
も
定
め

ず
、
昼
中
に
も
し
る
き
所
ヘ
ふ
み
こ
み
」

＊
物
類
称
呼
（1775

）
五
「
道
路
の
ぬ
か
り
を
、
関
西
に
て
、
し
る
い
と
云
」

＊
浮
世
草
子
・
世
間
仲
人
気
質
（1776

）
一
・
一
「
昔
の
京
奈
良
の
辺
は
い
ふ
に

お
よ
ば
ず
大
和
の
辺
に
て
は
雨
に
て
も
降
し
げ
く
や
何
ぞ
で
地
の
し
め
り
た
る

所
を
じ
る
い
と
い
ふ
」

方
言①

水
分
が
多
く
て
柔
ら
か
い
。
水
っ
ぽ
い
。（
以
下
略
）

②
道
な
ど
が
ぬ
か
っ
て
い
る
。
道
が
悪
い
。
大
坂

三
重
県
阿
山
郡

京
都
市

大

阪
府
大
阪
市

泉
北
郡

奈
良
県

和
歌
山
県

大
分
県

《
じ
る
い
》
関
西

福
井
県

岐
阜
県
羽
島
郡

恵
那
郡

静
岡
県

愛
知
県
尾
張

知
多
郡

三
重
県
阿
山
郡

京
都
市

大
阪
府
大
坂
市

泉
北
郡

兵
庫
県

淡
路
島

奈
良
県

和
歌
山
県

日
高
郡
（
道
が
ぬ
れ
て
い
る
）

鳥
取
県
鳥
取
市

東

部

島
根
県

岡
山
県
児
島
郡

小
田
郡

広
島
県

山
口
県
阿
武
郡

豊
浦

郡

徳
島
県

香
川
県

愛
媛
県

高
知
県

熊
本
県
下
益
城
郡

大
分
県

宮
崎
県
西
臼
杵
郡

《
ず
る
い
》
岐
阜
県
郡
上
郡

静
岡
県

三
重
県
上
野
市

《
し
る
い
い
》
大
分
県
日
田
郡

《
じ
ゅ
る
い
》
福
井
県
坂
井
郡

岐
阜
市

愛
知
県
尾
張

三
重
県
桑
名
市

滋
賀
県
愛
知
郡

京
都
府
竹
野
郡

大
阪

市

兵
庫
県

和
歌
山
県

島
根
県
邑
智
郡

広
島
県
比
婆
郡

高
田
郡

山

口
県
阿
武
郡

見
島

徳
島
県

香
川
県

愛
媛
県

長
崎
県
長
崎
市
（
水
た

ま
り
が
多
い
）

西
彼
杵
郡

対
馬

熊
本
県
玉
名
郡

下
益
城
郡

大
分
県

南
海
部
郡

《
し
ゅ
る
い
》
奈
良
県
宇
陀
郡

和
歌
山
県
東
牟
婁
郡

香
川
県

愛
媛
県

《
じ
ゅ
か
》
長
崎
県
西
彼
杵
郡

《
じ
ゅ
る
い
る
い
い
・
じ
ゅ
ん
る

い
る
い
い
》
静
岡
県
志
太
郡
（
強
調
形
）

《
じ
る
こ
い
》
愛
媛
県
喜
多
郡

③
湿
気
が
多
い
。
湿
っ
ぽ
い
。（
以
下
略
）

④
帯
な
ど
の
結
び
方
が
緩
い
。（
以
下
略
）

⑤
の
ろ
い
。
遅
い
。（
以
下
略
）

⑥
無
精
だ
。
だ
ら
し
な
い
。（
以
下
略
）

⑦
み
だ
り
が
ま
し
い
。（
以
下
略
）

例
8
は
、
嫁
入
り
の
た
め
の
道
中
の
様
子
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
氷
（
恐
ら
く
は
霜
柱
だ

と
思
わ
れ
る
）
が
溶
け
て
、
道
が
ぬ
か
る
ん
だ
状
態
で
あ
る
こ
と
を
「
し
る
い
」
と
表
現
し
て

い
る
。

金
沢
（
一
九
七
六
）
が
「
ジ
ュ
ル
イ＝

ジ
ル
イ
〔
形
〕
道
路
の
泥
濘
な
こ
と
」
と
し
、
高
田

ぬ
か
る
み

（
一
九
八
五
）
に
は
「
ジ
ュ
ル
イ

ジ
ル
イ
と
も
言
う
。
泥
濘
や
水
田
の
泥
が
水
を
含
ん
で
よ

ね
ば

く
粘
る
事
」
と
記
述
す
る
よ
う
に
、
現
代
の
徳
島
言
葉
に
は
、
道
路
の
ぬ
か
る
ん
だ
状
態
を
表

す
形
容
詞
と
し
て
、「
じ
る
い
」「
じ
ゅ
る
い
」
が
あ
る
。
例
8
も
「
じ
る
い
」
と
語
頭
が
濁
音

で
あ
る
と
考
え
る
の
が
適
当
で
あ
ろ
う
。

『
名
語
記
』
や
、『
日
葡
辞
書
』
に
あ
る
よ
う
に
、
も
と
も
と
は
「
汁
気
が
多
い
。
水
分
が

多
く
て
粘
り
け
が
あ
る
」
状
態
を
表
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、『
日
本
国
語
大
辞
典
』
の
文

献
例
か
ら
す
れ
ば
、
十
五
世
紀
後
半
以
降
に
、
地
面
・
道
路
の
ぬ
か
る
ん
だ
状
態
を
表
す
よ
う

に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
地
面
・
道
路
が
ぬ
か
る
ん
だ
状
態
を
い
う
「
し
る
い
・
じ
る
い
」

の
文
献
例
と
し
て
、『
史
記
抄
』『
宗
五
大
草
紙
』
の
例
が
掲
げ
ら
れ
る
ほ
か
、
降
っ
て
、『
傾

城
色
三
味
線
』『
物
類
称
呼
』『
世
間
仲
人
気
質
』
の
例
が
掲
げ
ら
れ
る
。
こ
の
う
ち
、『
物
類

称
呼
』
の
「
道
路
の
ぬ
か
り
を
、
関
西
に
て
、
し
る
い
と
云
」、『
世
間
仲
人
気
質
』
の
「
昔
の
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京
奈
良
の
辺
は
い
ふ
に
お
よ
ば
ず
、
大
和
の
辺
に
て
は
、
雨
に
て
も
降
し
げ
く
や
何
ぞ
で
、
地

の
し
め
り
た
る
所
を
じ
る
い
と
い
ふ
」
の
例
か
ら
、
江
戸
時
代
中
期
に
は
、「
し
る
い
・
じ
る

い
」
が
関
西
方
言
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
例
8
の
「
し
る
い
（
じ
る
い
）」

も
、
現
代
の
徳
島
言
葉
に
つ
な
が
る
、
安
永
年
間
の
地
方
語
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
そ
う

で
あ
る
。

『
日
本
国
語
大
辞
典
』
の
「
方
言
」
項
目
の
記
述
や
、『
日
本
方
言
大
辞
典
』（
小
学
館
、
一

九
八
九
年
）
の
記
述
に
よ
れ
ば
、「
じ
る
い
」
は
徳
島
県
の
ほ
か
、
香
川
・
愛
媛
・
高
知
の
各

県
に
見
ら
れ
、「
じ
ゅ
る
い
」
も
、
徳
島
・
香
川
・
愛
媛
の
各
県
に
行
わ
れ
て
い
る
。

⑶
わ
や
く

例
9

疱
瘡
／
人
、
快
く
寐
る
躰
也
け
れ
は
、
我
も
臥
ぬ
。
夜
ル

わ
や
く
い
ふ
お
と
に
／
起

さ
れ
、
塩
水
も
て
打
は
ら
い
、
暫
く
火
燵
に
伽
す
る
う
ち
、
鷄
の
／
声
�
�
す
。（
安

永
七
年
十
一
月
一
日
・
⑭
2
丁
ウ
）

例
10

小
夜
更
て
、
風
お
さ
ま
り
天
地
や
ゝ
閑
静
也
。
貫
膿
十
分
／
せ
ん
と
て
、
痛
い
と
わ

や
く
い
ふ
を
、母
抱
て
寝
て
色
�
�
に
／
す
か
す
事
も
嬉
し
け
れ
ハ
、賑
し
い
さ
ま
し
。

（
安
永
七
年
十
一
月
二
十
日
・
⑭
41
丁
オ
）

例
11

平
七
に
一
番
洒
湯
せ
ん
と
、
拵
へ
出
た
る
に
、
門
に
遊
ひ
居
て
、
／
其
帷
子
は
被
か

ぬ
と
や
ら
ん
云
出
し
、
さ
ん
�
�
わ
や
く
起
り
た
る
を
／
矢
庭
に
め
て
た
く
か
け
初

ぬ
。（
安
永
七
年
十
一
月
二
十
二
日
・
⑭
45
丁
ウ
）

例
12

折
�
�
驚
き
て
掻
ク

の
痒
ひ
の
と
／
罵
る
は
、
健
に
あ
ま
り
て
わ
や
く
也
。（
安
永
七

年
十
一
月
二
十
三
日
・
⑭
49
丁
オ
）

《
金
沢
（
一
九
七
六
）》

ワ
ヤ
ク
〔
形
動
〕
①
我
儘
な

②
子
供
が
母
親
に
駄
々
を
こ
ね
る
こ
と

③
童
子
の
す

る
悪
戯

人
の
履
物
を
か
く
し
た
り
す
る
こ
と

④
出
た
ら
め
で
秩
序
な
ど
考
え

な
い
こ
と
（
海
部
）

《
日
本
国
語
大
辞
典
》

わ
や
く
〔
名
〕（
形
動
）（「
お
う
わ
く
（
枉
惑
）」
の
変
化
し
た
語
）

①
道
理
に
合
わ
な
い
こ
と
。
無
理
を
言
っ
た
り
し
た
り
す
る
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
さ

ま
。
無
茶
。
非
道
。（
用
例
略
）

②
聞
き
わ
け
が
な
い
こ
と
。
わ
が
ま
ま
で
あ
る
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
さ
ま
。

＊
歌
舞
伎
・
阿
闍
世
太
子
倭
姿
（1694

）
一
「
ち
と
時
々
は
わ
や
く
を
お
っ
し
ゃ

る
時
が
有
」

＊
浮
世
草
子
・
世
間
娘
容
気
（1717

）「
ひ
ょ
っ
と
ね
つ
き
に
わ
や
く
が
出
ま
す

と
」

＊
淨
瑠
璃
・
平
仮
名
盛
衰
記
（1739

）
三
「
あ
ち
ら
の
旅
人
も
子
が
有
そ
ふ
な
が

扨
て
も
せ
が
む
は
。
わ
や
く
い
ふ
な
ア
」

＊
譬
喩
尽
（1786

）
二
「
和
薬
（
ワ
ヤ
ク
）
言
ふ
と
は
き
か
ぬ
心
な
り
」

＊
寝
耳
鉄
砲
（1891

）〈
幸
田
露
伴
〉
三
〇
「
随
分
わ
や
く
も
遠
慮
な
し
に
仰
せ

ら
る
る
も
の
の
」

③
悪
ふ
ざ
け
を
す
る
こ
と
。
い
た
ず
ら
を
す
る
こ
と
。
冗
談
を
す
る
こ
と
。
ま
た
、

そ
の
さ
ま
。

＊
評
判
記
・
色
道
大
鏡
（1678

）
五
「
又
隣
家
・
町
内
・
遠
類
な
と
の
内
に
、
そ

れ
し
ゃ
の
わ
や
く
な
る
あ
り
て
」

＊
淨
瑠
璃
・
夏
祭
浪
花
鑑
（1745

）
八
「
子
供
遊
び
の
わ
や
く
同
士
ア
レ
市
松
の

叩
き
や
っ
た
。
私
も
打
（
ぶ
）
た
れ
た
切
れ
た
」

＊
ヰ
タ
・
セ
ク
ス
ア
リ
ス
（1909

）〈
森
鷗
外
〉「
そ
れ
う
持
っ
て
わ
や
く
を
し
ち

ゃ
あ
い
け
ん
ち
ふ
の
に
」

方
言
①
道
理
に
合
わ
な
い
言
動
。
む
ち
ゃ
。
乱
暴
。
ま
た
、
そ
の
さ
ま
。
富
山
県
東
礪
波

郡

福
井
県
遠
敷
郡

大
飯
郡
「
わ
や
く
な
こ
と
を
す
る
も
ん
や
な
い
」

愛

知
県
知
多
郡

大
阪
市
「
わ
や
く
ば
っ
か
り
云
ふ
て
こ
ま
る
」

奈
良
県
宇
智

郡

広
島
県

山
口
県
豊
浦
郡

徳
島
県
海
部
郡

香
川
県

《
わ
や
あ
く
》

京
都
府
竹
野
郡

②
わ
が
ま
ま
。
気
ま
ま
。
わ
ん
ぱ
く
。
だ
だ
。
ま
た
、
そ
の
さ
ま
。
仙
台

茨
城
県

新
治
郡

福
井
県

岐
阜
県
「
あ
ん
ま
り
わ
や
く
な
こ
と
ゆ
ー
と
承
知
せ
ん

ぞ
」

愛
知
県

京
都
府

島
根
県
石
見

徳
島
県

③
い
た
ず
ら
。
千
葉
県
君
津
郡

岐
阜
県
大
野
郡

愛
知
県

三
重
県

兵
庫
県
淡

路
島

鳥
取
県
（
落
書
き
）

島
根
県

岡
山
県

山
口
県
阿
武
郡

香
川
県

愛
媛
県
「
わ
や
く
を
お
し
な
（
い
た
ず
ら
を
す
る
な
）」

福
岡
県
小
倉
市

福
岡
市

佐
賀
県

藤
津
郡

大
分
県

宮
崎
県
東
諸
県
郡

鹿
児
島
県

《
わ
ゃ
あ
く
》
京
都
府
竹
野
郡

《
わ
い
く
》
広
島
県
沼
隈
郡

山
口
県
阿
武

郡

《
わ
や
き
》
熊
本
県

《
わ
や
こ
》
愛
媛
県

④
ふ
ざ
け
る
こ
と
。
戯
れ
。
冗
談
。
石
川
県

愛
知
県
南
設
楽
郡

三
重
県
伊
勢

原 卓 志
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島
根
県
石
見

岡
山
県
苫
田
郡
「
刃
も
の
を
ふ
り
ま
わ
し
て
遊
び
ょ
う
る
が
、

わ
や
く
じ
ゃ
す
ま
ん
で
」

山
口
県
「
そ
ん
な
わ
や
く
を
い
う
な
」

福
岡
県

小
倉
市

久
留
米
市

熊
本
県
下
益
城
郡

大
分
県
南
海
部
郡

宮
崎
県

鹿

児
島
県

喜
界
島

肝
属
郡
（
ひ
ょ
う
き
ん
な
こ
と
）

《
わ
ら
く
》
鹿
児
島

県
鹿
児
島
郡

《
わ
や
き
》
熊
本
県
菊
池
郡

⑤
騒
ぐ
こ
と
。
山
口
県
大
島

⑥
か
ら
か
い
な
ぶ
る
こ
と
。
嘲
笑
。
山
口
県

鹿
児
島
県
喜
界
島

《
わ
あ
ん
く
》

鹿
児
島
県
喜
界
島
「
ぷ
り
ふ
ー

し

あ
ん
さ
ん

ち
ゅ
に

わ
ー
ん
く

し

ら
っ
た
（
ば
か
な
ま
ね
し
て
、
た
く
さ
ん
の
人
に
か
ら
か
わ
れ
た
）」

⑦
悪
口
。
佐
賀
県

鹿
児
島
県

⑧
ご
ま
か
し
。
群
馬
県
勢
多
郡

鳥
取
県
飯
石
郡
・
仁
多
郡

⑨
奸
計
を
巡
ら
す
こ
と
。
岐
阜
県
大
野
郡

⑩
妨
害
。
じ
ゃ
ま
。
長
崎
県
北
松
浦
郡
（
下
流
の
語
）「
人
に
わ
や
く
さ
れ
て
で
け

じ
あ
っ
た
（
で
き
な
か
っ
た
）」

五
島

大
分
県
南
海
部
郡

⑪
だ
い
な
し
。
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
。
乱
雑
。
ま
た
、
そ
の
さ
ま
。
富
山
県
砺
波

石
川

県
金
沢
市

《
わ
や
て
こ
》
和
歌
山
市

徳
島
県

美
馬
郡

《
わ
や
ん
ど
》

香
川
県
三
豊
郡

⑫
正
常
で
な
い
こ
と
。
岡
山
県
阿
哲
郡

⑬
下
品
で
卑
し
い
こ
と
。
山
口
県
「
そ
ね
え
な
わ
や
く
を
言
う
な
」

⑭
お
う
ち
ゃ
く
。
岐
阜
県
大
野
郡

島
根
県
那
賀
郡

⑮
い
い
か
げ
ん
。
徳
島
県
海
部
郡

⑯
同
情
の
な
い
こ
と
。
兵
庫
県
淡
路
島
「
年
貢
は
量
ら
ん
田
は
戻
さ
ん
て
、
そ
り
ゃ

わ
や
く
じ
ゃ
」

例
9
〜
12
は
、
疱
瘡
を
患
っ
た
幼
児
（
例
9
は
慶
助
、
例
10
〜
12
は
平
七
）
の
様
子
を
述
べ

た
も
の
で
あ
る
。
例
9
は
、
病
気
の
苦
し
み
に
目
を
覚
ま
し
、「
わ
や
く
」
を
言
う
慶
助
の
声

に
起
こ
さ
れ
た
こ
と
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
例
10
は
、
体
に
で
き
た
水
泡
状
の
腫
れ
を
潰
さ

ぬ
よ
う
、「
わ
や
く
」言
う
平
七
を
母
親
が
抱
い
て
寝
た
こ
と
を
記
録
し
て
い
る
。
例
11
で
は
、

疱
瘡
か
ら
恢
復
し
始
め
た
平
七
の
体
を
洗
お
う
と
し
た
と
き
に
、
平
七
が
、
帷
子
を
着
な
い
な

ど
と
「
わ
や
く
」
を
起
こ
し
た
こ
と
を
述
べ
、
例
12
で
は
、
夜
、
体
の
痒
さ
に
目
覚
め
た
平
七

が
「
わ
や
く
」
を
言
っ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
「
わ
や
く
」
は
、「
子
ど
も
が
大

人
の
言
う
こ
と
を
聞
か
ず
、
駄
々
を
こ
ね
る
こ
と
。
わ
が
ま
ま
を
言
う
こ
と
」
の
意
味
で
用
い

ら
れ
て
い
る
。

『
日
本
国
語
大
辞
典
』
で
は
、「
わ
や
く
」
は
「
お
う
わ
く
（
枉
惑
）」
の
変
化
し
た
語
で
あ

る
こ
と
を
記
し
、『
阿
闍
世
太
子
倭
姿
』『
世
間
娘
容
気
』『
平
仮
名
盛
衰
記
』『
譬
喩
尽
』
な
ど

の
文
献
例
を
掲
げ
て
い
る
。

現
代
の
徳
島
言
葉
に
関
し
て
は
、
金
沢
（
一
九
七
六
）
に
、「
①
我
儘
な

②
子
供
が
母
親

に
駄
々
を
こ
ね
る
こ
と

③
童
子
の
す
る
悪
戯

人
の
履
物
を
か
く
し
た
り
す
る
こ
と

④
出

た
ら
め
で
秩
序
な
ど
考
え
な
い
こ
と
（
海
部
）」
と
記
述
さ
れ
る
ほ
か
、『
日
本
国
語
大
辞
典
』

に
も
「
方
言
」
と
し
て
「
②
わ
が
ま
ま
。
気
ま
ま
。
わ
ん
ぱ
く
。
だ
だ
。
ま
た
、
そ
の
さ
ま
」

の
意
と
し
て
、
徳
島
県
で
行
わ
れ
て
い
る
旨
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。

『
松
庵
日
記
』
の
書
か
れ
た
安
永
七
年
（
一
七
七
八
）
に
、
い
わ
ゆ
る
徳
島
に
お
け
る
地
方

語
と
し
て
「
わ
や
く
」
が
使
用
さ
れ
て
い
た
の
か
、
断
言
は
で
き
な
い
が
、『
日
本
国
語
大
辞

典
』
に
掲
げ
ら
れ
た
文
献
例
の
多
く
が
会
話
文
中
の
例
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
す
る
と
、
当
時
の

口
頭
語
的
な
性
格
を
も
っ
た
言
葉
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

⑷
こ
わ
る

例
13

娘
は
か
り
産
腹
也
。
此
度
も
占
ひ
ミ
た
る
／
む
す
め
�
�
と
、
い
ゝ
け
れ
ハ
、
既
に

（
？
）

腹
こ
ハ
り
、
出
た
る
に
も
、
娘
う
む
／
と
て
、
何
の
其
様
に
と
、
暫
空
嘯
ひ
て
居
た
る

が
、（
安
永
七
年
十
一
月
二
十
九
日
・
⑭
60
丁
ウ
）

《
金
沢
（
一
九
七
六
）》

ク
ワ
ル
・
コ
ワ
ル
〔
動
五
〕
①
腹
や
胸
の
疼
く
こ
と

ハ
ラ
ガ
ク
ワ
ル

②
肩
が
こ
る

こ
と

カ
タ
ガ
ク
ワ
ル
（
頭
や
歯
に
は
い
わ
ぬ
）

③
手
足
の
だ
る
い
こ
と

足

ガ
ク
ワ
ル

コ
ワ
ル

腹
な
ど
が
い
た
む

オ
ナ
カ
ガ
コ
ワ
ル
↓
ク
ワ
ル

カ
タ
ガ
コ
ワ
ル

《
高
田
（
一
九
八
五
）》

ク
ワ
ル

痛
む
。
県
南
方
で
言
う
。
北
方
で
は
コ
ワ
ル
と
言
う
。
キ
リ
キ
リ
・
チ
ク
チ

ク
と
痛
い
の
は
ク
ワ
ル
と
言
わ
な
い
。
腹
が
ク
ワ
ル
↓
腹
が
痛
い
。
セ
コ
イ
と
も

言
う
。
ヤ
ネ
ガ
ク
ワ
ル
↓
腕
の
つ
け
根
が
凝
っ
て
痛
い
。

コ
ワ
ル

ク
ワ
ル
に
同
じ
。
徳
島
市
街
・
県
北
方
で
言
う
。（
稀
）

《
日
本
国
語
大
辞
典
》

こ
わ
る
〔
強
〕

一
〔
自
ラ
四
〕
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①
こ
わ
く
な
る
。
こ
わ
ば
っ
て
堅
く
な
る
。
ま
た
、
堅
苦
し
く
な
る
。
こ
わ
ば
る
。

＊
栄
花
（1028

―92

頃
）
楚
王
の
夢
「
御
乳
は
い
と
う
つ
く
し
げ
に
お
は
し
ま
す

が
、
い
た
う
こ
は
る
ま
で
膨
ら
せ
給
へ
れ
ば
」

＊
風
姿
花
伝
（1400

―02

頃
）
六
「
こ
わ
り
た
る
言
葉
は
振
り
に
応
ぜ
ず
」

＊
日
葡
辞
書
（1603

―04

）「C
ouari,ru,atta

（
コ
ワ
ル
）〈
訳
〉
物
が
固
く
な
る
、

硬
直
す
る
」

＊
男
ご
こ
ろ
（1893

）〈
尾
崎
紅
葉
〉
七
「
唯
何
処
や
ら
美
し
き
ば
か
り
に
て
、

姿
は
鄙
び
、
心
は
硬
（
コ
ハ
）
り
て
」

②
事
態
が
悪
化
し
て
ど
う
に
も
な
ら
な
い
状
態
に
な
る
。（
用
例
略
）

③
か
た
く
な
に
な
る
。
が
ん
こ
に
な
る
。（
用
例
略
）

④
腹
が
痛
む
。

＊
俳
諧
・
ひ
さ
ご
（1690
）「
か
ら
風
の
大
岡
寺
（
だ
い
こ
じ
）
縄
手
吹
透
し
〈
野

径
〉
虫
の
こ
わ
る
に
用
叶
へ
た
き
〈
乙
州
〉」

＊
和
訓
栞
（1777

―1862

）「
こ
は
る

腹
の
絞
痛
す
る
を
い
ふ
」

二
〔
自
ラ
下
二
〕
堅
く
な
る
。
こ
わ
ば
る
。

＊
評
判
記
・
吉
原
呼
子
鳥
（1668

）
高
く
ら
「
た
で
の
か
ら
み
過
た
る
時
は
、
舌

こ
わ
れ
、
ひ
り
め
く
な
れ
ば
い
か
が
と
ぞ
」

方
言
①
柔
ら
か
い
も
の
が
固
く
な
る
。
島
根
県

岡
山
市

広
島
県
比
婆
郡

②
身
体
の
筋
肉
が
疲
れ
て
固
く
な
る
。
凝
る
。
島
根
県

岡
山
県
児
島
郡

熊
本
県

玉
名
郡

③
疲
れ
る
。
だ
る
く
な
る
。
徳
島
県
美
馬
郡
。《
く
わ
る
》
徳
島
県

④
腹
な
ど
が
痛
む
。
ひ
ど
く
痛
む
。
岐
阜
県
本
巣
郡

大
垣
市

兵
庫
県
加
古
郡

淡
路
島

島
根
県

広
島
県

徳
島
県

香
川
県

愛
媛
県

《
く
わ
る
》
和

歌
山
県
西
牟
婁
郡

徳
島
県

香
川
県

愛
媛
県
今
治
市

喜
多
郡

⑤
便
秘
す
る
。
島
根
県
隠
岐
島

⑥
下
痢
す
る
。
愛
媛
県

《
く
わ
え
る
》
高
知
県
長
岡
郡

例
13
は
、
蔭
山
彦
之
助
の
妻
の
出
産
に
関
す
る
記
述
で
あ
る
。「
腹
こ
わ
る
」
と
は
、
妻
の

陣
痛
が
始
ま
っ
た
こ
と
を
表
現
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。「
こ
わ
る
」
は
、
古
く
平
安
時
代

か
ら
見
ら
れ
る
語
で
あ
る
が
、
も
と
も
と
は
、「
柔
ら
か
い
物
が
固
く
な
る
」
と
い
う
意
味
で

あ
っ
た
。『
栄
花
物
語
』
に
用
例
が
見
ら
れ
る
ほ
か
、『
日
葡
辞
書
』
に
も
そ
の
意
味
を
「
物
が

固
く
な
る
、
硬
直
す
る
」
と
記
述
す
る
。

「
腹
な
ど
が
痛
む
」
と
い
う
意
味
で
の
使
用
例
が
見
ら
れ
る
の
は
、
十
七
世
紀
の
後
半
か
ら

で
、『
日
本
国
語
大
辞
典
』
に
は
文
献
例
と
し
て
、
俳
諧
『
ひ
さ
ご
』
か
ら
用
例
を
引
用
し
て

い
る
。

現
在
の
徳
島
言
葉
で
は
、「
こ
わ
る
」
と
と
も
に
「
く
わ
る
」
が
行
わ
れ
て
お
り
、
金
沢
（
一

九
七
六
）、
高
田
（
一
九
八
五
）
に
は
「
こ
わ
る
」「
く
わ
る
」
と
も
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
特

に
高
田
（
一
九
八
五
）
の
、「
ク
ワ
ル

…
キ
リ
キ
リ
・
チ
ク
チ
ク
と
痛
い
の
は
ク
ワ
ル
と
言

わ
な
い
」
と
い
う
指
摘
は
興
味
深
い
。
も
と
も
と
「
柔
ら
か
い
物
が
固
く
な
る
」
と
い
う
意
味

で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
頭
や
歯
の
よ
う
な
固
い
場
所
の
痛
み
に
は
用
い
ら
れ
な
い
の
で
あ
ろ

う
。『
日
本
国
語
大
辞
典
』『
日
本
方
言
大
辞
典
』
に
よ
る
と
、
徳
島
県
の
ほ
か
に
、
香
川
県
・

愛
媛
県
・
淡
路
島
な
ど
の
徳
島
周
辺
地
域
で
も
、「
腹
な
ど
が
痛
む
」
と
い
う
意
味
の
「
こ
わ

る
」「
く
わ
る
」
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

安
永
年
間
の
「
こ
わ
る
」
が
、
地
方
語
と
し
て
用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
も
、
不

明
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
た
だ
し
、「
腹
な
ど
が
痛
む
」
意
味
の
「
こ
わ
る
」
の
文
献
例
が
、

俳
諧
の
例
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
こ
れ
も
ま
た
、
口
頭
語
的
な
性
格
を
持
っ
た
語
で
あ
っ

た
と
推
測
さ
れ
る
。

⑸
し
と
る

例
14

平
七
、
二
番
洒
湯
、
漸
く
き
け
ん
と
り
て
、
つ
れ
来
れ
と
、
ワ
ン
バ
ク
／
あ
り
た
け

つ
く
し
て
、
手
に
あ
ハ
す
。
や
う
�
�
す
か
し
て
、
火
燵
に
／
腰
か
け
、
顔
を
し
と
り
、

又
む
つ
か
し
き
を
、
や
う
�
�
手
に
及
ひ
、
／
足
に
至
る
。
身
内
も
聊
し
と
り
、
祝
す

る
に
、
朝
比
奈
の
／
驕
り

た
る
勢
ひ
に
て
、
お
ふ
へ
い
に
も
ゆ
ゝ
し
く
、
お
か
し
く
こ

そ
。（
安
永
七
年
十
一
月
二
十
四
日
・
⑭
49
丁
ウ
）

《
日
本
国
語
大
辞
典
》

し
と
る
〔
湿
〕〔
自
ラ
五
（
四
）〕

①
水
分
を
含
ん
で
し
っ
と
り
と
濡
れ
る
。
し
め
る
。
し
け
る
。

＊
俳
諧
・
沙
金
袋（1657

）比「
あ
か
つ
き
の
し
と
る
羽
二
重
や
衣
が
へ〈
貞
長
〉」

＊
俳
諧
・
文
政
句
帖
―

八
年
（1825

）
六
月
「
お
も
し
ろ
う
汗
の
し
と
る
や
旅
浴

衣
」

＊
新
世
帯
（1908

）〈
徳
田
秋
声
〉
一
三
「
湿
（
シ
ト
）
っ
た
塩
煎
餅
を
猫
板
の

上
へ
出
し
た
」

＊
桐
の
花
（1913

）〈
北
原
白
秋
〉
感
覚
の
小
函
「
薄
紫
の
涙
に
濡
れ
潤
（
シ
ト
）

原 卓 志
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っ
た
や
る
せ
な
い
寂
し
い
微
光
の
雰
囲
気
を
」

＊
今
年
竹
（1919

―27

）〈
里
見
弴
〉
二
組
の
客
・
八
「
空
気
も
、
俄
に
湿
（
シ
ト
）

っ
た
か
と
思
は
れ
る
ほ
ど
冷
え
て
来
た
」

②
落
ち
着
く
。（
用
例
略
）

方
言
①
水
気
を
含
む
。
湿
気
を
帯
び
る
。
湿
る
。
江
戸

神
奈
川
県
津
久
井
郡

新
潟
県

佐
渡

山
梨
県
南
巨
摩
郡

静
岡
県
志
太
郡

和
歌
山
市

島
根
県
飯
石
郡
・

能
義
郡

広
島
県
高
田
郡

山
口
県
玖
珂
郡

徳
島
県

高
知
県

長
崎
県
諫

早
市

熊
本
県
玉
名
郡

《
じ
と
る
》
高
知
県

《
し
と
れ
る
》
島
根
県
隠
岐

島

《
し
た
れ
る
》
島
根
県

②
湿
っ
て
量
や
容
積
が
減
る
。
島
根
県

広
島
県
比
婆
郡

③
綿
や
堆
肥
（
た
い
ひ
）
な
ど
が
押
さ
れ
て
厚
さ
が
減
る
。（
以
下
略
）

④
布
団
や
粉
末
な
ど
が
自
然
に
固
く
な
る
。（
以
下
略
）

⑤
漏
る
。
島
根
県
。

⑥
田
の
水
が
地
下
に
染
み
込
む
。（
以
下
略
）

例
14
は
、
疱
瘡
が
平
癒
に
向
か
っ
た
平
七
の
体
を
、
湯
で
拭
い
洗
っ
た
時
の
記
述
で
あ
る
。

い
や
が
る
平
七
を
な
だ
め
す
か
し
て
、
ま
ず
「
顔
を
し
と
り
」、
や
っ
と
の
こ
と
で
手
・
足
に

至
っ
た
こ
と
を
記
録
し
て
い
る
。「
身
内
も
聊
し
と
り
」
と
は
、
平
七
を
洗
っ
た
母
親
な
ど
の

身
内
も
湯
で
濡
れ
た
こ
と
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
か
。

『
日
本
国
語
大
辞
典
』
に
は
、「
水
分
を
含
ん
で
し
っ
と
り
と
濡
れ
る
。
し
め
る
。
し
け
る
」

と
い
う
自
動
詞
と
し
て
記
述
さ
れ
、「
顔
を
し
と
る
」の
よ
う
な
他
動
詞
の
例
は
見
ら
れ
な
い
。

現
代
の
徳
島
言
葉
も
、
金
沢（
一
九
七
六
）に
記
述
さ
れ
る
よ
う
に
、
や
は
り
自
動
詞
で
あ
る
。

例
14
の
第
一
例
目
の
「
顔
を
」
の
平
仮
名
「
を
」
を
「
顔
（
か
お
）」
の
捨
て
仮
名
で
あ
る
と

解
釈
す
れ
ば
、
自
動
詞
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
が
、『
松
庵
日
記
』
の
捨
て
仮
名
は
、
例
8
の

「
氷
リ

」、
例
9
の
「
夜
ル

」
の
よ
う
に
、
小
字
片
仮
名
で
表
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
本
例
の
よ

う
に
大
字
平
仮
名
で
捨
て
仮
名
が
表
記
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
の
か
、
ま
た
、「
し
と
る
」
の
他

動
詞
例
が
他
の
巻
に
見
ら
れ
る
の
か
な
ど
、『
松
庵
日
記
』
全
巻
の
解
読
を
進
め
た
う
え
で
、

検
証
す
る
必
要
が
あ
る
。

自
動
詞
「
し
と
る
」
の
文
献
例
と
し
て
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
に
は
、
い
ず
れ
も
俳
諧
で
あ

る
『
沙
金
袋
』『
文
政
句
帖
』
の
例
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
、「
し
と
る
」
も
口
頭
語

的
な
性
格
を
有
し
た
語
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

⑹
せ
せ
る

例
15

聊
庭
せ
ゝ
り
、
朝
／
飯
た
ふ
べ
ぬ
。（
安
永
七
年
十
一
月
二
十
二
日
・
⑭
45
丁
オ
）

《
金
沢
（
一
九
七
六
）》

（
マ
マ
）

セ
セ
ク
ル
・
セ
セ
ル
〔
動
五
〕
①
も
て
あ
そ
ぶ

女
ヲ
セ
セ
ル

植
木
を
セ
セ
ル

①

ち
ょ
っ
か
い
を
し
て
一
度
に
ぱ
っ
と
せ
ず
に
、
ち
び
ち
び
と
な
ぶ
る
こ
と

魚
ガ

餌
ヲ
セ
セ
ル
、
腫
物
ヲ
セ
セ
ル
、
蚤
ガ
セ
セ
ル

《
高
田
（
一
九
八
五
）》

い
じ

セ
セ
ル

弄
る

《
日
本
国
語
大
辞
典
》

せ
せ
る
〔
�
〕〔
他
ラ
五
（
四
）〕

①
つ
つ
く
。
い
じ
る
。
ほ
じ
る
。
つ
つ
い
て
掘
る
。
ま
た
、
食
物
を
つ
つ
く
よ
う
に

し
て
食
べ
る
。
餌
（
え
さ
）
を
つ
い
ば
む
。

＊
日
葡
辞
書
（1603

―04

）「
ミ
ミ
、
ま
た
は
、
ハ
ナ
ヲxexeru

（
セ
セ
ル
）」

＊
俳
諧
・
鷹
筑
波
（1638

）
三
「
さ
い
さ
い
穴
を
せ
せ
り
こ
そ
す
れ

つ
き
せ
ぬ

や
双
六
打
の
耳
の
あ
か
〈
正
頼
〉」

＊
淨
瑠
璃
・
鎌
田
兵
衛
名
所
盃
（1711

頃
）
名
所
屏
風
「
な
ん
ぼ
お
こ
し
て
も
せ

せ
っ
て
も
埒
の
明
こ
と
か
い
の
」

＊
浮
世
草
子
・
風
流
連
理

（1735

）
中
・
一
「
書
院
毛
抜
を
持
れ
、
生
え
も
せ

ぬ
髭
を
せ
せ
り
な
が
ら
」

＊
歌
舞
伎
・
霊
験
曽
我
籬
（1809

）
七
幕
「
可
哀
や
果
は
野
晒
の
、
烏
が
せ
せ
る

た
ま
り
木
へ
」

＊
多
情
多
恨
（1896

）〈
尾
崎
紅
葉
〉
前
・
三
・
三
「
柳
之
助
は
怫
然
（
む
っ
つ

り
）
と
し
て
返
事
も
せ
ず
に
、
鉢
の
物
を
撈
（
セ
セ
）
っ
て
ゐ
る
」

＊
他
人
の
顔
（1964

）〈
安
部
公
房
〉
黒
い
ノ
ー
ト
「
男
は
、
黄
色
い
歯
を
舌
先

で
せ
せ
り
な
が
ら
」

②
（
虫
な
ど
が
）
あ
ち
こ
ち
を
刺
す
。
嚙
（
か
）
む
。（
用
例
略
）

③
も
て
あ
そ
ぶ
。
か
ら
か
う
。
ち
ょ
っ
か
い
を
か
け
る
。（
用
例
略
）

④
侵
略
す
る
。
侵
す
。（
用
例
略
）

⑤
細
か
い
点
ま
で
責
め
と
が
め
る
。
い
じ
め
る
。（
用
例
略
）

⑥
品
物
な
ど
を
あ
れ
こ
れ
選
ん
で
も
と
め
る
。
値
切
る
。（
用
例
略
）

方
言
①
つ
つ
く
。
ほ
じ
る
。
仙
台

大
坂

山
形
県
米
沢
市

兵
庫
県

神
戸
市

和
歌
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山
県

那
賀
郡

島
根
県

広
島
県
比
婆
郡

徳
島
県

香
川
県
香
美
郡

綾

歌
郡

愛
媛
県

松
山

長
崎
県

②
釣
り
で
、
魚
が
え
さ
を
つ
つ
く
。
ま
た
、
そ
の
た
め
に
浮
き
が
動
く
。
島
根
県

徳
島
県

③
蠅
（
は
え
）
や
蚊
や
蚤
（
の
み
）
な
ど
が
群
が
り
つ
く
。
ま
た
、
あ
ち
こ
ち
刺
す
。

岐
阜
県
恵
那
郡

三
重
県
志
摩
郡

島
根
県

徳
島
県

長
崎
市

④
い
じ
く
る
。
も
て
あ
そ
ぶ
。
信
濃

栃
木
県
安
蘇
郡

富
山
県

石
川
県

河
北

郡

静
岡
県

滋
賀
県
神
崎
郡

和
歌
山
県
日
高
郡

島
根
県

山
口
県
長
門

徳
島
県

香
川
県
大
川
郡

愛
媛
県

長
崎
県
南
高
来
郡

長
崎
市

熊
本

県

《
せ
る
》
山
形
県
飽
海
郡

⑤
お
も
し
ろ
半
分
で
か
ま
う
。
か
ら
か
う
。
嘲
弄（
ち
ょ
う
ろ
う
）す
る
。（
地
点
略
）

（
�
〜
�
省
略
）

例
15
は
、
筆
者
松
庵
が
、
庭
の
草
む
し
り
を
し
た
こ
と
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。『
日
本
国

語
大
辞
典
』に
意
味
記
述
さ
れ
る「
①
つ
つ
く
。
い
じ
る
。
ほ
じ
る
。
つ
つ
い
て
掘
る
。
ま
た
、

食
物
を
つ
つ
く
よ
う
に
し
て
食
べ
る
。
餌
（
え
さ
）
を
つ
い
ば
む
」
に
当
た
る
例
と
考
え
ら
れ

る
。
文
献
例
と
し
て
は
、『
日
葡
辞
書
』
の
「
ミ
ミ
、
ま
た
は
、
ハ
ナ
ヲxexeru

（
セ
セ
ル
）」

と
い
う
記
述
を
始
め
、『
鷹
筑
波
』『
鎌
田
兵
衛
名
所
盃
』『
風
流
連
理

』『
霊
験
曽
我
籬
』
の

例
が
掲
げ
ら
れ
る
。

現
代
の
徳
島
言
葉
と
し
て
は
、
金
沢
（
一
九
七
六
）、
高
田
（
一
九
八
五
）
に
記
述
さ
れ
、

香
川
県
・
愛
媛
県
で
も
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

「
せ
せ
る
」
は
、『
日
葡
辞
書
』
を
始
め
と
す
る
諸
文
献
に
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

中
央
語
、
あ
る
い
は
共
通
語
的
な
一
般
語
と
し
て
広
く
用
い
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
口
頭
語
的
な
性
格
を
有
す
る
も
の
な
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
更
に
調
査
す
る

必
要
が
あ
る
。

⑺
ほ
っ
こ
り
（
と
）
…
打
ち
消
し

例
16

船
頭
に
昨
夜
酒
肴
や
ら
ざ
り
／
け
る
故
成
覧
、
亦
小
人
の
癖
な
る
歟
、
ほ
つ
こ
り
と

（
？
）

せ
ぬ
さ
ま
／
に
、
打
湊
ひ
朝
飯
し
て
、
日
の
二
三
尺
も
登
れ
る
頃
、
漸
く
／
出
船
。（
安

永
七
年
十
一
月
十
二
日
・
⑭
21
丁
ウ
）

例
17

目
は
さ
め
な
か
ら
、
ほ
つ
こ
り
と
あ
た
ゝ
ま
り
た
る
夜
の
物
／
の
き
ぬ
�
�
、
起
き

ま
よ
い
、
亦
日
ハ
升
り
ぬ
。（
安
永
七
年
十
一
月
二
十
九
日
・
⑭
63
丁
オ
）

《
日
本
国
語
大
辞
典
》

ほ
っ
こ
り
一
〔
副
〕（
多
く
「
と
」
を
伴
っ
て
用
い
る
）

①
い
か
に
も
暖
か
そ
う
な
さ
ま
を
表
わ
す
語
。

＊
か
た
言
（1650

）
五
「
ほ
っ
こ
り
は
あ
た
た
ま
る
か
た
歟
。
是
も
ほ
は
火
成
べ

し
」

＊
歌
舞
伎
・
い
と
な
み
六
方
（1674

頃
）「
な
か
は
ほ
っ
こ
り
と
あ
た
た
か
で
」

＊
咄
本
・
軽
口
も
ら
い
ゑ
く
ぼ
（1716

―36

頃
）
一
・
六
「
町
も
か
ん
り
ゃ
く
い

た
し
、
い
つ
ほ
っ
こ
り
と
町
汁
の
さ
け
を
の
む
事
も
な
く
」

＊
雑
俳
・
俳
諧
―

七
（1784

）「
ほ
っ
こ
り
と
冬
の
日
向
に
蠅
の
居
て
」

②
ふ
く
よ
か
な
さ
ま
。
ま
た
、
ふ
か
し
い
も
な
ど
の
ふ
っ
く
ら
と
し
て
柔
ら
か
い
さ

ま
を
表
わ
す
語
。（
用
例
略
）

③
色
つ
や
が
よ
く
明
る
い
さ
ま
を
表
わ
す
語
。（
用
例
略
）

④
気
持
ち
が
晴
れ
た
り
、
仕
事
や
懸
案
の
こ
と
が
か
た
づ
い
た
り
し
て
、
す
っ
き
り

と
し
た
さ
ま
を
表
わ
す
語
。

＊
浮
世
草
子
・
傾
城
歌
三
味
線
（1732

）
五
・
一
「
床
へ
は
ご
ざ
れ
ど
痞
（
つ
か

へ
）
が
い
た
む
と
て
、
今
に
ほ
っ
こ
り
と
し
た
事
も
な
い
げ
な
」

＊
歌
舞
伎
・
桑
名
屋
徳
蔵
入
船
物
語
（1770

）
二
「
一
体
ほ
っ
こ
り
と
も
せ
ぬ
金

の
取
り
様
ぢ
ゃ
」

＊
滑
稽
本
・
続
膝
栗
毛
（1810

―22

）
五
・
上
「
ハ
テ
お
客
は
や
う
た
た
せ
て
ナ

ア
、ほ
っ
こ
り
と
息
つ
き
た
い
が
、旅
籠
や
せ
る
も
の
の
な
ら
ひ
で
あ
ら
ず
に
」

⑤
う
ん
ざ
り
し
た
り
、
困
り
果
て
た
り
す
る
さ
ま
を
表
わ
す
語
。（
用
例
略
）

二
〔
名
〕
ふ
か
し
た
薩
摩
芋
を
い
う
。（
用
例
略
）

方
言
一
〔
副
〕

①
暖
か
い
さ
ま
を
表
わ
す
語
。
新
潟
県
佐
渡

和
歌
山
市
「
ほ
っ
こ
り
ぬ
く
も
る
」

②
ほ
っ
と
す
る
さ
ま
、
安
堵
（
あ
ん
ど
）
す
る
さ
ま
を
表
わ
す
語
。
京
都
府

《
ほ

っ
こ
る
》
富
山
県
砺
波

③
十
分
に
満
足
な
さ
ま
を
表
わ
す
語
。
愛
知
県
知
多
郡
「
ほ
っ
こ
り
し
た
柿
は
な
ら

な
ん
だ
」
三
重
県
松
阪

④
全
く
。
本
当
に
。
大
い
に
。
石
川
県
能
美
郡

福
井
県

坂
井
郡
「
ほ
っ
こ
り
厭

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
」

滋
賀
県

高
知
県
「
ほ
っ
こ
り
字
が
上
手
じ
ゃ
げ
な
」

《
ほ
っ
こ
し
》
福
井
県

滋
賀
県
彦
根

原 卓 志
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⑤
非
常
に
疲
れ
た
さ
ま
を
表
わ
す
語
。福
井
県「
半
日
も
洗
濯
し
て
ほ
っ
こ
り
し
た
」

岐
阜
県
本
巣
郡

滋
賀
県
犬
上
郡

神
崎
郡

京
都
市

大
阪
市

⑥
退
屈
な
さ
ま
を
表
わ
す
語
。
三
重
県
阿
山
郡

滋
賀
県
彦
根

京
都
府

《
ほ
っ

こ
い
》
三
重
県
伊
賀

⑦
う
ん
ざ
り
し
た
さ
ま
、
閉
口
し
た
さ
ま
を
表
わ
す
語
。
福
井
県
足
羽
郡

滋
賀
県

甲
賀
郡

⑧
ほ
と
ん
ど
。
滋
賀
県
神
崎
郡

⑨
不
十
分
な
さ
ま
を
表
わ
す
語
。
福
井
県
大
野
郡
。

⑩
少
々
。
少
し
ば
か
り
。
群
馬
県
多
野
郡
《
ほ
っ
ご
り
》富
山
県
下
新
川
郡
《
ほ

っ
こ
ち
・
ほ
お
こ
っ
ち
》
埼
玉
県
秩
父
郡
「
あ
ち
ゃ
、
ほ
っ
こ
ち
く
れ
て
み
ろ
」

《
ほ
っ
こ
し
ょ
》
富
山
県
下
新
川
郡
「
ほ
っ
こ
し
ょ
も
知
ら
ん
」

二
〔
副
〕

①
ふ
か
し
た
薩
摩
芋
。（
以
下
略
）

②
焼
い
た
薩
摩
芋
。
焼
き
芋
。（
以
下
略
）

ほ
っ
こ
り
し
な
い
方
言
思
わ
し
く
な
い
。
ぱ
っ
と
し
な
い
。
ま
た
、
満
足
で
き
な
い
。
長

野
県
下
伊
那
郡
（
病
気
の
場
合
）

《
ほ
っ
こ
り
せ
ん
》
富
山
県
砺
波

石
川
県

岐
阜
県
養
老
郡

三
重
県
名
賀
郡

度
会
郡

滋
賀
県
彦
根

京
都
市

和
歌

山
市
「
あ
ん
ま
り
ほ
っ
こ
り
せ
ん
話
や
な
」

高
知
県

高
知
市
「
ど
う
も
そ
の

奉
職
口
に
は
ほ
っ
こ
り
せ
ん
の
ー
」

《
ほ
っ
こ
ら
せ
ん
》

高
知
県

《
ほ
っ

こ
る
せ
ん
》
富
山
県
砺
波

「
ほ
っ
こ
り
（
と
）」
は
、『
日
本
国
語
大
辞
典
』
に
意
味
記
述
さ
れ
る
よ
う
に
、「
い
か
に

も
暖
か
そ
う
な
さ
ま
を
表
わ
す
語
」「
ふ
く
よ
か
な
さ
ま
。
ま
た
、
ふ
か
し
い
も
な
ど
の
ふ
っ

く
ら
と
し
て
柔
ら
か
い
さ
ま
を
表
わ
す
語
」
と
し
て
用
い
る
の
が
一
般
的
で
あ
り
、
現
代
徳
島

で
用
い
ら
れ
て
い
る
「
ほ
っ
こ
り
（
と
）」
も
、
共
通
語
の
「
ほ
っ
こ
り
（
と
）」
と
同
じ
よ
う

に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
冬
の
朝
、
暖
か
い
布
団
の
中
に
く
る
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
述
べ
た
例
17

は
、
ま
さ
に
、
現
代
の
共
通
語
と
同
じ
用
法
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
例
16
は
、

温
度
感
覚
と
し
て
の
「
暖
か
さ
」
や
、
触
覚
と
し
て
の
「
ふ
っ
く
ら
と
し
た
柔
ら
か
さ
」
と
は

異
な
り
、
不
平
不
満
の
思
い
を
抱
い
て
い
る
船
頭
の
姿
を
「
ほ
つ
こ
り
と
せ
ぬ
さ
ま
」
と
表
現

し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
例
16
の
「
ほ
っ
こ
り
（
と
）」
は
、『
日
本
国
語
大
辞
典
』
の
「
④
気
持

ち
が
晴
れ
た
り
、
仕
事
や
懸
案
の
こ
と
が
か
た
づ
い
た
り
し
て
、
す
っ
き
り
と
し
た
さ
ま
を
表

わ
す
語
」
に
当
た
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
意
味
の
「
ほ
っ
こ
り
（
と
）」
の
文
献
例
と
し
て
は
、

『
傾
城
歌
三
味
線
』『
桑
名
屋
徳
蔵
入
船
物
語
』『
続
膝
栗
毛
』の
例
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

い
ず
れ
も
会
話
文
の
例
で
あ
る
点
に
注
意
さ
れ
る
。
ま
た
、『
続
膝
栗
毛
』
以
外
の
例
が
「
ほ

っ
こ
り
（
と
）」
の
後
に
打
ち
消
し
表
現
を
伴
う
こ
と
に
も
注
意
さ
れ
る
。
こ
の
「
ほ
っ
こ
り

（
と
）
…
打
ち
消
し
」
の
表
現
が
、
口
頭
語
と
し
て
慣
用
的
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、

『
日
本
国
語
大
辞
典
』
に
記
述
さ
れ
る
方
言
「
ほ
っ
こ
り
し
な
い
」
に
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
の

で
あ
ろ
う
か
。

さ
ら
に
注
意
し
た
い
の
は
、「
思
わ
し
く
な
い
。
ぱ
っ
と
し
な
い
。
ま
た
、
満
足
で
き
な
い
」

の
意
味
の
方
言「
ほ
っ
こ
り
せ
ん
」が
高
知
県
に
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
徳
島
に
お
け
る「
ほ

っ
こ
り
（
と
）
せ
ん
」
の
使
用
例
が
、『
松
庵
日
記
』、
そ
し
て
そ
れ
以
外
の
文
献
に
、
ど
の
程

度
の
広
が
り
を
持
っ
て
見
ら
れ
る
の
か
、
今
後
注
意
深
く
調
査
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、『
松
庵
日
記
』
に
は
、
口
頭
語
的
な
性
質
を
持
っ
た
言
葉
が
幾
つ
か
指
摘

さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
に
は
、
⑴
「
ぶ
ん
ぶ
」、
⑵
「
し
る
い
（
じ
る
い
）」
の
よ
う
に
、

現
代
の
徳
島
言
葉
と
し
て
方
言
辞
典
な
ど
に
記
述
さ
れ
る
語
と
語
形
・
意
味
と
も
に
一
致
し
、

安
永
期
か
ら
地
方
語
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
語
が
見
ら
れ
る
と
と

も
に
、
⑶
「
わ
や
く
」
な
ど
の
よ
う
に
、
安
永
期
の
徳
島
で
、
地
方
語
と
し
て
日
常
的
に
用
い

ら
れ
た
言
葉
で
あ
る
と
は
断
言
で
き
な
い
も
の
の
、
現
在
の
徳
島
言
葉
と
一
致
す
る
例
も
見
ら

れ
る
。
ま
た
、
⑺
「
ほ
っ
こ
り
（
と
）
…
打
ち
消
し
」
の
よ
う
に
、
方
言
辞
典
な
ど
に
徳
島
周

辺
地
域
の
言
葉
と
し
て
記
述
さ
れ
る
も
の
の
、
徳
島
言
葉
と
し
て
の
記
述
が
見
ら
れ
な
い
例
も

認
め
ら
れ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
れ
ら
の
言
葉
は
、
三
宅
松
庵
が
用
い
て
い
た
言
葉
で
あ
り
、
安
永
期

に
徳
島
の
地
で
用
い
ら
れ
て
い
た
言
葉
で
あ
る
こ
と
に
は
間
違
い
な
い
。
と
す
れ
ば
、
こ
れ
ら

の
語
が
、
そ
の
後
も
命
脈
を
保
っ
て
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
こ
と
、
あ
る
い
は
、
姿
を
消
し
て

い
る
こ
と
に
は
注
意
を
向
け
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

安
永
期
の
い
わ
ゆ
る
共
通
語
と
、
地
方
語
と
し
て
の
徳
島
言
葉
と
を
、
ど
の
よ
う
な
手
続
き

を
も
っ
て
区
別
す
る
の
か
と
い
う
問
題
が
残
さ
れ
る
が
、
徳
島
、
お
よ
び
周
辺
地
域
の
文
献
を

精
査
し
、
当
時
の
人
々
が
用
い
た
言
葉
に
関
す
る
デ
ー
タ
を
蓄
積
し
て
い
く
こ
と
も
ま
た
極
め

て
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

『
松
庵
日
記
』
は
、
個
人
の
書
き
残
し
た
記
録
と
し
て
、
膨
大
な
言
語
量
を
有
し
て
い
る
。

そ
の
文
章
は
、
文
章
語
を
基
調
に
し
な
が
ら
も
、
右
に
見
て
き
た
よ
う
な
口
頭
語
的
な
性
格
を

有
す
る
興
味
深
い
言
葉
を
含
ん
で
い
る
こ
と
も
確
か
で
あ
る
。
安
永
期
に
徳
島
で
生
活
し
た
人

間
が
使
用
し
た
言
葉
に
関
す
る
デ
ー
タ
を
収
集
す
る
う
え
で
、
見
過
ご
す
こ
と
の
で
き
な
い
貴
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重
な
資
料
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

三
「
ワ
イ
タ
」
の
語
源
―
大
日
寺
蔵
『
新
撰
古
暦
便
覧
』
を
資
料
と
し
て
―

本
節
で
は
、
文
献
を
用
い
た
地
方
語
史
研
究
の
具
体
例
と
し
て
、「
ワ
イ
タ
」
と
い
う
風
の

呼
称
の
語
源
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

（
1
）
徳
島
県
海
陽
町
宍
喰
の
風
位
語
彙

風
に
は
、
吹
い
て
く
る
方
向
に
よ
っ
て
、
特
別
な
名
前
が
付
け
ら
れ
た
も
の
が
あ
る
。
た
と

え
ば
、『
拾
遺
和
歌
集
』
所
収
の
菅
原
道
真
の
詠
ん
だ
歌
「
こ
ち
吹
か
ば
に
ほ
ひ
お
こ
せ
よ
梅

の
花
あ
る
じ
な
し
と
て
春
を
忘
る
な
」（
一
〇
〇
六
番
）
に
見
え
る
「
こ
ち
」
は
、
東
の
方
向

か
ら
吹
い
て
く
る
風
に
付
け
ら
れ
た
名
前
で
あ
る
。「
こ
ち＝

東
の
風
」
の
よ
う
に
、
吹
い
て

く
る
方
向
に
よ
っ
て
付
け
ら
れ
た
風
の
名
称
の
集
合
を
「
風
位
語
彙
」
と
呼
ぶ
。

昭
和
五
十
八
年
三
月
に
徳
島
県
海
陽
町
宍
喰
の
漁
業
従
事
者
を
対
象
に
調
査
し
、
得
ら
れ
た

風
位
語
彙
を
ま
と
め
た
も
の
が
、
次
に
掲
げ
る「
徳
島
県
海
陽
町
宍
喰
の
風
位
語
彙
」で
あ
る
。

原 卓 志
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宍
喰
の
風
位
語
彙
の
中
で
、
漁
業
従
事
者
が
特
に
用
心
し
て
い
る
風
に
、
北
か
ら
吹
く
「
ワ

イ
タ
」、
北
東
か
ら
吹
く
「
ワ
イ
タ
」「
ワ
イ
タ
カ
ジ
ェ
」、
南
東
か
ら
吹
く
「
ワ
イ
ダ
カ
ジ
ェ
」

「
ワ
イ
ダ
ジ
ケ
」
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
、
極
め
て
強
い
風
で
、「
ワ
イ
タ
」
や
「
ワ
イ
ダ
」
が

吹
く
と
、「
海
が
沸
い
た
よ
う
に
荒
れ
る
」と
説
明
さ
れ
、
命
に
関
わ
る
強
風
な
の
だ
と
い
う
。

な
ぜ
「
ワ
イ
タ
」
と
い
う
名
前
な
の
か
と
い
う
質
問
に
対
し
て
は
、「
海
が
沸
い
た
よ
う
に
な

る
け
ん
じ
ゃ
」
と
い
う
回
答
が
あ
っ
た
。

（
2
）「
ワ
イ
タ
」
の
語
源
―
柳
田
国
男
説
―

「
ワ
イ
タ
」
と
い
う
風
の
名
前
は
、
古
く
『
日
葡
辞
書
』『
ロ
ド
リ
ゲ
ス
日
本
大
文
典
』
に

見
え
る
。

《『
日
葡
辞
書
』（
土
井
忠
生
他
（
一
九
八
〇
）
に
よ
る
）》

V
aita.

ワ
イ
タ
（
わ
い
た
）
北
西
の
風
、
ま
た
は
、
こ
の
ほ
か
基
本
方
位
〔
東
・
西
・

南
・
北
〕
の
中
の
、
二
つ
の
中
間
か
ら
吹
く
風
の
い
ず
れ
を
も
言
う
。

《『
ロ
ド
リ
ゲ
ス
日
本
大
文
典
』（
土
井
忠
生
（
一
九
九
二
）
に
よ
る
）》

日
本
人
の
用
法
に
よ
る
羅
針
、
即
ち
風
の
方
位
、
並
に
そ
れ
が
時
に
相
当
す
る
事
に
つ

い
て

北
北
西
風

V
aita.（

わ
い
た
）

Q
uita
vaita.（

北
わ
い
た
）

こ
の
「
ワ
イ
タ
」
の
命
名
由
来
（
語
源
）
に
つ
い
て
、
柳
田
（
一
九
三
五
）
は
、「
ワ
イ
ダ
」

の
項
目
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

ア
イ
ザ
ー
〔
東
〕
暴
風
…
静
岡
県
富
士
郡

〔
東
南
〕
嵐
…
静
岡
県
富
士
郡

〔
北
東
〕

…
静
岡
県
富
士
郡
吉
永
村

ア
イ
デ
〔
－
〕
稲
作
に
有
害
な
風
…
和
歌
山
県
日
高
郡

〔
西
北
〕
…
和
歌
山
県
（
土
俗
資
料
）

ワ
イ
タ
カ
ゼ
〔
東
北
〕
強
風
…
和
歌
山
県
日
高
郡
松
原
村

〔
－
〕
旋
風
…
徳
島
県
某
所

ワ
イ
タ
〔
東
〕
烈
風
…
和
歌
山
県
田
邊

〔
北
東
〕
雨
天
…
兵
庫
県
淡
路
岩
屋
・
高
知
県
和
食
浦
・
長
崎
県

〔
西
北
〕
俄
風
…
愛
媛
県
戸
島

ワ
イ
ダ
〔
－
〕
夏
季
驟
雨
時
の
強
風
…
香
川
県
粟
島
村

ウ
ヱ
ダ
〔
北
北
東
〕
八
九
月
の
風
…
宮
崎
県
細
島

ヴ
ェ
ー
ダ
〔
西
北
〕
…
鹿
児
島
県
宝
島

（
＊
以
上
の
語
形
・
風
位
等
は
、
本
文
を
基
に
引
用
者
が
ま
と
め
た
。〔
－
〕
は
風
位
の
記
さ
れ

な
い
も
の
）

ワ
イ
ダ
が
方
角
の
名
で
無
い
こ
と
は
、
も
う
是
だ
け
の
例
か
ら
で
も
明
ら
か
だ
と
言
つ

て
よ
か
ら
う
。
大
體
に
各
處
と
も
外
海
か
ら
來
る
風
で
、
此
點
は
ア
イ
に
近
い
と
も
見
ら

れ
る
。（
中
略
）
京
都
の
歌
に
詠
ま
れ
て
居
た
ノ
ワ
キ
と
い
ふ
風
は
、
今
で
は
野
の
草
を

分
け
て
吹
く
か
ら
と
解
し
て
、
そ
れ
で
成
程
と
い
ふ
こ
と
に
な
つ
て
居
る
が
、
實
は
所
謂

二
百
十
日
の
頃
の
暴
風
に
限
っ
て
、
さ
う
呼
ぶ
べ
き
理
由
に
は
少
し
足
り
な
か
つ
た
の
で

あ
る
。
是
は
や
は
り
ワ
ク
と
い
ふ
動
詞
が
「
分
」
と
い
ふ
漢
字
を
宛
て
ら
れ
る
以
前
に
、

今
よ
り
も
一
段
と
其
内
容
が
充
實
し
て
居
つ
て
、
た
と
へ
ば
立
ち
重
な
る
雲
の
間
か
ら
、

突
如
と
し
て
強
い
風
の
吹
い
て
來
る
と
い
ふ
現
象
ま
で
を
、
其
一
語
を
以
て
言
ひ
表
は
す

こ
と
を
得
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。（
後
略
）

右
の
よ
う
に
、
柳
田
（
一
九
三
五
）
で
は
「
ア
イ
ザ
ー
」「
ア
イ
デ
」「
ウ
ヱ
ダ
」「
ヴ
ェ
ー

ダ
」と
い
っ
た
風
を
も「
ワ
イ
ダ
・
ワ
イ
タ
」に
含
め
、
風
位
、
風
力
、
季
節
な
ど
を
紹
介
し
、

地
域
に
よ
っ
て
風
位
が
一
定
し
な
い
こ
と
を
述
べ
た
う
え
で
、「
ワ
イ
ダ
が
方
角
の
名
で
無
い

こ
と
は
、
も
う
是
だ
け
の
例
か
ら
で
も
明
ら
か
だ
と
言
つ
て
よ
か
ら
う
」
と
説
く
。
さ
ら
に
、

「
ノ
ワ
キ
」
に
見
ら
れ
る
動
詞
「
ワ
ク
」
を
「
ワ
イ
ダ
」
の
語
源
に
関
連
す
る
も
の
と
し
て
提

案
す
る
。

柳
田
の
語
源
説
と
、
宍
喰
の
漁
業
従
事
者
の
語
源
説
の
共
通
点
は
、
い
ず
れ
も
「
ワ
イ
タ
・

ワ
イ
ダ
」
の
語
源
に
は
、
南
や
、
東
な
ど
と
い
う
方
角
を
表
す
名
前
が
含
ま
れ
な
い
と
い
う
点

で
あ
る
。

あ
ら
た
め
て
「
ア
イ
ザ
ー
」「
ア
イ
デ
」
な
ど
を
含
め
て
そ
の
風
位
を
見
る
と
、
確
か
に
「
西

北
」
か
ら
「
北
東
」「
東
」「
東
南
」
ま
で
が
見
ら
れ
、
柳
田
が
言
う
よ
う
に
一
定
し
て
い
な
い

よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
幾
つ
か
の
例
外
は
あ
る
も
の
の
、「
北
」
を
中
心
に
し
て
「
北
西
」

あ
る
い
は
「
北
東
」
に
偏
っ
て
い
る
と
見
る
こ
と
も
で
き
そ
う
に
思
わ
れ
る
。

「
ワ
イ
タ
」
に
つ
い
て
、『
日
本
方
言
大
辞
典
』
に
は
次
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
る
（
風
の
呼

称
の
み
を
取
上
げ
、
表
記
を
改
め
て
示
す
）。

《
日
本
方
言
大
辞
典
》

①
夏
の
に
わ
か
雨
に
伴
う
一
時
的
な
強
風
。

香
川
県

三
豊
郡
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②
突
風
。

広
島
県
安
芸
郡

香
川
県
島
嶼

愛
媛

県

③
つ
む
じ
風
。
旋
風
。

香
川
県

愛
媛
県
大
島

《
わ
い
た
か
ぜ
〔
―
風
〕》

香
川
県

④
北
か
ら
吹
く
八
、
九
月
の
強
風
。

長
崎
県
壱
岐
島

⑤
北
風
。《
う
ぇ
ー
た
》

長
崎
県
壱
岐
島

⑥
東
北
の
強
風
。

大
阪
府
泉
南
郡

和
歌
山
県
日
高
郡

徳
島
県

《
わ
い
だ
》

徳
島
県

⑦
東
北
風
。

静
岡
県
志
太
郡

兵
庫
県
淡
路
島

和

歌
山
市

愛
媛
県
北
宇
和
郡

高
知
県

安
芸
郡

長
岡
郡

長
崎
市

《
わ
い
た
ご
ち
〔
―
東
風
〕》

和
歌
山
市

⑧
東
風
。

兵
庫
県
淡
路
島

⑨
春
先
の
旋
風
性
の
東
風
。

静
岡
県
榛
原
郡

⑩
少
し
西
が
か
っ
た
北
風
。

兵
庫
県
淡
路
島

《
え
ー
た
》

長
崎
県
壱
岐
島

⑪
西
北
風
。

静
岡
県
賀
茂
郡
（
雨
を
伴
う
）

三
重

県
志
摩
郡

《
う
ぇ
ー
だ
》

鹿
児
島
県
宝
島

⑫
夏
、
秋
の
変
わ
り
目
に
吹
く
西
南
の
暴
風
。
兵
庫
県
淡
路
島

⑬
八
十
八
夜
ま
た
は
二
百
十
日
ご
ろ
の
風
。

岡
山
県
真
鍋
島

⑭
夕
な
ぎ
の
後
、
夜
吹
く
風
。

静
岡
県
庵
原
郡

こ
れ
に
よ
る
と
、
特
定
の
風
位
を
持
た
ぬ
①
②
③
と
⑬
⑭
を
除
い
て
、
や
は
り
④
⑤
の
よ
う

な
「
北
」
か
ら
吹
く
風
を
中
心
に
し
て
、
西
方
向
へ
ず
れ
た
⑩
⑪
、
東
方
向
に
ず
れ
た
⑥
⑦
が

あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
特
に
「
東
北
」
の
風
と
す
る
地
点
が
多
く
見
ら
れ
る
。「
東
」
か
ら
の

風
と
す
る
地
点
は
少
な
く
、「
わ
い
た
ご
ち
」
と
い
う
「
コ
チ
」
と
複
合
し
た
名
前
を
持
つ
和

歌
山
市
の
ほ
か
に
は
、
⑧
⑨
の
二
地
点
に
留
ま
っ
て
い
る
。

室
山
（
一
九
八
三
）
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

ワ
イ
タ

〔
北
〕
宍
喰
、（
和
歌
山
市
）
雑
賀
崎

〔
北
東
〕
宍
喰
、（
徳
島
県
）
伊
島

〔
西
〕（
愛
媛
県
）
弓
削
、『
広
島
』『
香
川
』『
瀬
戸
』

ワ
イ
タ
カ
ゼ
〔
北
〕
宍
喰

〔
北
東
〕『
香
川
』

ワ
イ
タ
ゴ
チ
〔
北
東
〕（
和
歌
山
市
）
雑
賀
崎
、『
瀬
戸
』

ワ
イ
タ
ジ
ケ
〔
北
東
〕（
岡
山
県
笠
岡
市
）
六
島

ワ
イ
ダ

〔
北
西
〕（
三
重
県
）
阿
児

〔
南
東
〕
宍
喰

ワ
イ
ダ
カ
ゼ
〔
南
東
〕
宍
喰

ワ
イ
ダ
ジ
ケ
〔
南
東
〕
宍
喰

こ
ち
ら
も
、
宍
喰
の
「
南
東
」、
愛
媛
県
弓
削
な
ど
瀬
戸
内
海
域
に
見
ら
れ
る
「
西
」
の
ほ

か
は
、「
北
」「
北
西
」「
北
東
」
か
ら
吹
く
風
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。

『
日
葡
辞
書
』『
ロ
ド
リ
ゲ
ス
大
文
典
』
の
記
述
が
、
ど
の
地
点
に
お
け
る
風
位
を
記
述
し

た
も
の
で
あ
る
の
か
、
俄
に
特
定
で
き
な
い
し
、『
日
葡
辞
書
』の「
こ
の
ほ
か
基
本
方
位〔
東
・

西
・
南
・
北
〕
の
中
の
、
二
つ
の
中
間
か
ら
吹
く
風
の
い
ず
れ
を
も
言
う
」
と
い
う
記
述
に
つ

い
て
も
、
疑
問
が
残
さ
れ
る
。
し
か
し
、『
日
葡
辞
書
』
の
「
北
西
の
風
」、『
ロ
ド
リ
ゲ
ス
日

本
大
文
典
』
の
「
北
北
西
の
風
」
と
い
う
記
述
に
つ
い
て
も
、「
北
」
を
中
心
と
し
て
「
西
」

寄
り
か
ら
吹
い
て
く
る
風
で
あ
る
と
い
う
点
で
、
現
代
の
「
ワ
イ
タ
」
の
風
位
に
通
ず
る
も
の

が
あ
り
、
注
目
さ
れ
る
。

は
た
し
て
、
柳
田
（
一
九
三
五
）
の
説
く
よ
う
に
、「
ワ
イ
タ
」
の
語
源
は
方
角
の
名
で
は

な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。柳
田
の
説
以
来
、こ
の
問
題
を
正
面
か
ら
取
り
扱
っ
た
論
考
と
し
て
は
、

土
佐
林
（
一
九
五
四
）
を
除
い
て
、
管
見
の
及
ぶ
範
囲
で
は
見
ら
れ
な
い
。
土
佐
林
（
一
九
五

四
）
は
、
全
国
の
風
位
語
彙
を
韓
国
語
由
来
の
も
の
と
し
て
解
釈
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
こ
で

論
ず
る
こ
と
は
保
留
す
る
が
、「
ワ
イ
タ
」
の
語
源
に
つ
い
て
は
「
暴
れ
風
」
を
意
味
す
る
韓

国
語
で
あ
る
と
論
じ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、「
ワ
イ
タ
」
の
語
源
は
、
方
角
の
名
で
は

な
い
と
い
う
こ
と
で
理
解
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
3
）
一
乗
山
惣
持
院
大
日
寺
所
蔵
『
新
撰
古
暦
便
覧
』

徳
島
県
海
陽
町
宍
喰
浦
の
真
言
宗
寺
院
、
一
乗
山
惣
持
院
大
日
寺
に
所
蔵
さ
れ
る
『
新
撰
古

暦
便
覧
』
に
は
、「
ワ
イ
タ
」
の
語
源
を
考
え
る
う
え
で
、
興
味
深
い
記
述
が
見
出
さ
れ
る
。

ま
ず
、
大
日
寺
所
蔵
の
『
新
撰
古
暦
便
覧
』
と
い
う
文
献
に
つ
い
て
、
簡
単
に
そ
の
書
誌
な

ど
を
記
し
て
お
く
。

原 卓 志
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〔
外
題
〕（
前
欠
）

〔
内
題
〕（
前
欠
）

〔
尾
題
〕（
ナ
シ
）

〔
体
裁
・
法
量
等
〕

寛
保
二
年
（
一
七
四
二
）
頃
板

縦
二
二
・
六
糎

横
一
五
・
七
糎

四
針

袋
綴
装

一
冊

四
周
単
辺
（
凡
例
）
・
四
周
双
辺
（
暦
部
分
）

全
八
九
丁
（
第
五
丁
〜
九
三
丁
）
で
凡
例
・
暦
の
後
に
、
二
一
丁
分
の
書
き
入

れ
用
紙
（
四
周
単
辺
・
罫
線
ア
リ
）
と
二
丁
分
の
「
新
撰
古
暦
便
覧
跋
」
が
付

さ
れ
る
。

紺
色
表
紙
（
後
表
紙
の
み
残
存
）

〔
本
文
〕
漢
文
・
訓
点
附
刻

（
？
）

〔
刊
記
〕
北
斗
城
書
肆

寺
町
通
五
條
上
ル

町
東
側
／
梅
林
彌
右
衛
門

〔
墨
書
〕「
草
香
庵
道
一
／
求
也
」（
後
表
紙
見
返
）

「
増
古
暦
全
」（
小
口
）

○
寛
保
三
年
（
一
七
四
三
）
〜
寛
政
十
一
年
（
一
七
九
九
）
の
日
記
書
入
れ
あ
り
。

〔
版
心
題
〕「
新
撰
古
暦
」

〔
備
考
〕「
貞
享
四
年
歳
次
丁
卯
春
二
月
于
洛
陽
後
學
中
根
璋
元
圭
採
筆
於
律
襲
軒
」（「
新

撰
古
暦
便
覧
跋
」）

本
書
は
、
前
表
紙
か
ら
冒
頭
四
丁
分
が
欠
落
し
て
お
り
、
外
題
・
内
題
を
知
る
こ
と
が
で
き

な
い
。
但
し
、
版
心
に
「
新
撰
古
暦
」
と
あ
り
、
末
尾
に
「
新
撰
古
暦
便
覧
跋
」
が
付
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、「
新
撰
古
暦
便
覧
」
と
呼
ば
れ
る
文
献
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。『
補
訂
版
国

書
総
目
録
』（
岩
波
書
店
、
一
九
八
九
〜
一
九
九
〇
）
に
よ
れ
ば
、
貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）

刊
行
、
中
根
元
圭
著
の『
古
暦
便
覧
』と
い
う
文
献
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
は「
新
撰
」

と
い
う
文
字
が
角
書
き
さ
れ
て
お
り
、「
元
文
改
正
増
続
古
暦
便
覧
」
と
い
う
別
名
が
あ
っ
た

と
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
本
書
の
小
口
に
墨
書
さ
れ
た
「
増
古
暦
全
」
と
符
合
す
る
。

『
古
暦
便
覧
』
は
、
貞
享
四
年
の
刊
行
以
後
も
、
改
訂
・
増
補
さ
れ
て
何
度
か
印
刷
刊
行
さ

れ
た
よ
う
で
、『
補
訂
版
国
書
総
目
録
』
に
は
、
貞
享
四
年
版
本
の
ほ
か
に
、
享
保
二
年
（
一

七
一
七
）、
享
保
十
七
年
（
一
七
三
二
）、
宝
暦
六
年
（
一
七
五
六
）、
宝
暦
八
年
（
一
七
五
八
）

の
版
本
と
、
刊
行
年
不
明
の
版
本
が
記
載
さ
れ
る
が
、
別
名
と
し
て
記
載
さ
れ
た
「
元
文
改
正

増
続
古
暦
便
覧
」
と
い
う
名
称
か
ら
す
れ
ば
、
元
文
年
間
（
一
七
三
六
〜
一
七
四
〇
）
に
も
、

改
訂
増
補
版
が
刊
行
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

本
書
に
は
、
刊
行
の
年
紀
が
な
い
が
、
暦
に
「
宝
暦
八
年
」
の
年
号
が
墨
書
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
宝
暦
七
年
以
前
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
。

寛
保
三
年
（
一
七
四
三
）
以
降
に
は
、
墨
書
さ
れ
た
年
号
と
と
も
に
、
し
ば
し
ば
起
こ
っ
た

地
震
の
記
事
や
、
宍
喰
浦
海
上
に
現
れ
た
不
審
船
の
記
事
な
ど
が
日
記
風
に
墨
書
さ
れ
て
お

り
、
宍
喰
浦
の
出
来
事
を
知
る
う
え
で
、
貴
重
な
資
料
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

後
表
紙
見
返
し
の
「
草
香
庵
道
一
」
と
い
う
墨
書
か
ら
、
こ
の
道
一
と
い
う
人
物
に
よ
っ
て

本
書
が
購
入
さ
れ
、
墨
書
で
書
き
入
れ
ら
れ
た
日
記
も
道
一
の
手
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
推
定

さ
れ
る
。
大
日
寺
に
所
蔵
さ
れ
る
『
簠
簋
諺
解
大
全
』
の
見
返
墨
書
に
は
、「
宍
喰
真
福
寺
道

一
」（
第
一
冊
見
返
）、「
宍
喰
真
福
寺
沙
門
道
一
」（
第
二
冊
見
返
）
と
あ
り
、
道
一
と
い
う
人

物
が
、
宍
喰
浦
に
あ
っ
た
真
福
寺
の
僧
侶
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
、
真
福
寺
は
大
正

元
年
（
一
九
一
二
）
に
大
日
寺
と
合
併
し
て
、
現
在
は
存
在
し
な
い
。

（
4
）「
ワ
イ
タ
」
の
語
源

大
日
寺
所
蔵
の
『
新
撰
古
暦
便
覧
』
に
書
き
込
ま
れ
た
日
記
の
内
、
寛
政
三
年
八
月
二
十
日

の
条
に
、
次
の
よ
う
な
記
事
が
あ
る
（
次
頁
写
真
参
照
）。

シ

ケ

ワ

キ

タ

シ

ケ

八
月
廿
日

大
野
分

午
時
前
ヨ
リ
脇
北
風
大
ニ

吹
ク

近
年
稀
レ
ノ
野
分
也

七
ツ
時

風
止
ミ

／
雨
晴
レ
西
ノ
風
ニ

ナ
ル
小
シ
斗
リ
吹
キ
止
ム

大
洪
水

寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）
八
月
二
十
日
の
天
候
が
大
荒
れ
だ
っ
た
こ
と
を
記
録
し
た
も
の
で

ワ

キ

タ

あ
る
。
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
「
脇
北
風
」
の
表
記
で
あ
る
。
こ
の
「
脇
北
風
」
を
漢
字
表

記
の
ま
ま
に
読
む
な
ら
ば
、「
ワ
キ
キ
タ
カ
ゼ
」
あ
る
い
は
「
ワ
キ
ギ
タ
カ
ゼ
」
と
読
む
べ
き

も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
漢
字
右
傍
に
「
ワ
キ
タ
」
と
振
り
仮
名
が
あ
り
、「
ワ
キ
タ
」
あ
る

い
は「
ワ
ギ
タ
」と
読
む
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
本
来
の「
ワ
キ
キ
タ（
ワ
キ
ギ
タ
）」

が
「
ワ
キ
タ
（
ワ
ギ
タ
）」
へ
と
語
形
変
化
し
た
こ
と
を
反
映
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ

し
て
、「
ワ
キ
キ
タ
（
ワ
キ
ギ
タ
）」
と
は
、「
脇
に
寄
っ
た
北
」
の
方
角
、
す
な
わ
ち
「
北
」

を
中
心
と
し
て
、
そ
の
「
脇
」
に
当
た
る
方
角
で
あ
る
北
北
東
か
ら
北
東
方
向
、
ま
た
は
北
北

西
か
ら
北
西
方
向
か
ら
吹
く
風
を
呼
ん
だ
も
の
で
あ
る
と
解
釈
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
寛
政
三
年

八
月
二
十
日
に
吹
い
た
「
ワ
キ
タ
（
ワ
ギ
タ
）」
が
、
北
北
東
か
ら
北
東
、
あ
る
い
は
、
北
北

西
か
ら
北
西
か
ら
の
風
で
あ
り
、
野
分
（
シ
ケ
風
）
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
す
る
と
、
現
在
の
宍

喰
で
吹
く
、
北
ま
た
は
北
東
か
ら
の
強
風
「
ワ
イ
タ
」
と
同
じ
風
で
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。

「
ワ
キ
タ
（
ワ
ギ
タ
）」
と
い
う
語
形
が
「
ワ
イ
タ
」
と
い
う
語
形
に
変
化
す
る
の
は
、
い

わ
ゆ
る
「
イ
音
便
」
と
同
じ
で
、
子
音
の
「k

（g

）」
が
脱
落
す
る
現
象
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
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に
考
え
る
な
ら
ば
、
宍
喰
浦
に
吹
く
「
ワ
イ
タ
」
は
、「
ワ
キ
＋
キ
タ
↓
ワ
キ
キ
タ
（
ワ
キ
ギ

タ
）
↓
ワ
キ
タ
（
ワ
ギ
タ
）
↓
ワ
イ
タ
」
と
い
う
語
形
変
化
を
経
て
生
ま
れ
た
語
で
あ
る
と
考

え
る
こ
と
が
で
き
そ
う
で
あ
る
。

こ
れ
が
認
め
ら
れ
る
な
ら
ば
、
現
代
の
風
の
名
前
で
あ
る
「
ワ
イ
タ
」
は
、
ま
さ
に
、
吹
い

て
く
る
方
角
の
名
か
ら
命
名
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。『
日
本
方
言
大
辞
典
』
な
ど
で
見
た
よ
う

に
、
地
域
に
よ
っ
て
そ
の
風
位
が
北
東
か
ら
北
西
に
揺
れ
が
認
め
ら
れ
る
の
は
、「
脇（
ワ
キ
）」

と
い
う
方
位
の
捉
え
方
に
原
因
が
あ
り
、「
北
」
の
「
脇
」
に
は
東
方
向
・
西
方
向
の
二
つ
が

あ
る
こ
と
に
よ
る
と
解
釈
さ
れ
る
。

さ
て
、「
ワ
イ
タ
」
と
い
う
語
形
は
、『
日
葡
辞
書
』『
ロ
ド
リ
ゲ
ス
日
本
大
文
典
』
に
記
録

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
古
く
安
土
桃
山
時
代
の
十
六
世
紀
末
頃
に
は
成
立
し
て
い
た
と
考
え

ら
れ
る
。
た
だ
、「
ワ
イ
タ
」
が
成
立
し
て
か
ら
も
、
一
つ
前
の
語
形
で
あ
る
「
ワ
キ
タ
（
ワ

ギ
タ
）」
も
並
行
し
て
用
い
ら
れ
て
い
て
、
そ
れ
が
『
新
撰
古
暦
便
覧
』
の
寛
政
三
年
（
一
七

九
一
）
の
日
記
に
現
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
「
ワ
キ
タ
（
ワ
ギ
タ
）」
の

語
形
も
、
そ
の
後
し
ば
ら
く
し
て
「
ワ
イ
タ
」
に
統
合
さ
れ
、
姿
を
消
し
た
の
だ
と
想
像
さ
れ

る
。「

ワ
キ
タ
（
ワ
ギ
タ
）」
の
語
形
が
生
き
て
い
る
間
は
、「
脇
北
風
」
と
漢
字
表
記
さ
れ
る
よ

う
に
、
そ
の
語
源
意
識
も
明
確
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、「
ワ
イ
タ
」
に
統
合
さ
れ
る
に
及

ん
で
、「
脇
＋
北
」
と
い
う
方
角
の
名
と
い
う
語
源
が
忘
れ
ら
れ
、「
強
風
／
時
化
風
」
と
い
う

風
の
特
性
に
意
識
が
集
中
し
、
漁
業
従
事
者
の
「
海
が
沸
い
た
よ
う
に
な
る
か
ら
」
と
い
っ
た

語
源
意
識
を
形
作
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
語
源
が
方
角
の
名
で
あ
る
こ
と
が
忘
れ
ら
れ
た

結
果
、「
西
」「
東
」「
南
東
」
な
ど
と
い
う
様
々
な
方
向
か
ら
吹
く
強
風
を
も
「
ワ
イ
タ
」
と

呼
び
、
特
定
の
風
位
を
持
た
な
い
よ
う
な
強
風
を
も
「
ワ
イ
タ
」
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

宍
喰
で
見
ら
れ
る
南
東
の
風
「
ワ
イ
ダ
」
は
、「
ワ
イ
タ
」
の
音
変
化
形
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。
こ
の
「
ワ
イ
ダ
」
が
南
東
か
ら
の
強
風
の
名
前
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
の
も
、「
脇

＋
北
」
と
い
う
語
源
が
忘
れ
ら
れ
た
結
果
で
あ
る
と
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

四

む
す
び

地
方
語
史
研
究
を
推
進
す
る
に
は
、
当
該
地
域
に
生
き
た
人
々
の
用
い
た
言
葉
に
関
す
る

デ
ー
タ
を
蓄
積
す
る
こ
と
が
第
一
の
課
題
で
あ
る
。
そ
の
場
合
、
た
と
え
断
片
的
な
も
の
で
あ

っ
て
も
、丹
念
に
拾
い
集
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。そ
う
し
て
蓄
積
さ
れ
た
デ
ー
タ
を
基
に
、

一
つ
ひ
と
つ
の
言
葉
に
つ
い
て
、
そ
の
意
味
や
用
法
を
周
辺
地
域
の
言
葉
や
、
中
央
で
用
い
ら

れ
た
言
葉
や
、
当
時
の
い
わ
ゆ
る
共
通
語
な
ど
と
比
較
検
討
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

本
稿
で
は
、
徳
島
県
立
図
書
館
所
蔵
『
三
宅
松
庵
日
記
』
を
取
り
上
げ
、
地
方
語
史
研
究
を

推
進
す
る
た
め
の
デ
ー
タ
採
集
と
蓄
積
の
た
め
の
資
料
価
値
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
僅
か
一
ヶ

月
分
の
日
記
を
検
討
し
た
に
過
ぎ
な
い
が
、
現
在
の
徳
島
言
葉
に
通
ず
る
語
の
存
す
る
こ
と
が

確
認
さ
れ
、
江
戸
時
代
安
永
期
に
徳
島
で
生
き
た
人
間
が
用
い
た
言
葉
の
デ
ー
タ
を
集
め
る
う

え
で
、
有
益
な
資
料
と
な
る
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
た
。

ま
た
、
文
献
に
現
れ
た
言
語
事
象
の
解
釈
に
よ
る
地
方
語
史
研
究
の
具
体
例
と
し
て
、「
ワ

イ
タ
」
と
い
う
風
の
名
前
を
取
り
上
げ
、
そ
の
語
源
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
従
来
、
方
角
を
名

前
と
し
な
い
と
説
か
れ
て
き
た
「
ワ
イ
タ
」
で
あ
る
が
、
一
乗
山
大
日
寺
所
蔵
の
『
新
撰
古
暦

便
覧
』
に
書
き
入
れ
ら
れ
た
寛
政
三
年
の
日
記
記
述
と
、
各
地
で
用
い
ら
れ
る
「
ワ
イ
タ
」
の

風
位
を
分
析
す
る
こ
と
で
、
そ
の
語
源
が
方
角
の
名
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
た
。

○
大
日
寺
蔵
『
新
撰
古
暦
便
覧
』
寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）
八
月
廿
日
の
条
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ワ

キ

タ

「
北
脇
風
」
の
よ
う
に
、
た
っ
た
一
つ
の
記
述
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
記
述
に
よ
っ
て
、
地
方

語
の
歴
史
が
明
ら
か
に
な
る
場
合
が
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
断
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文献学的地方語史研究資料の発掘と言語事象の解釈 ――『三宅松庵日記』の資料的価値と風位呼称「ワイタ」の語源をめぐって――
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Discovery of the resource materials for a documentary study of
the history of the local dialect and an interpretation of the local dialect :
Relevance of “Miyake Shoan Nikki” as a documentary resource and
the interpretation of “waita” a local dialect for wind direction

HARA Takuji

(Keywords : History of the local dialect, Tokushima dialect, “Miyake Shoan Nikki”,

Lexicon of wind direction, “waita”)

To promote a documentary study of the history of local dialect, the following three steps are impera-

tive : First, to discover relevant documents to study ; second, to accumulate language usages appeared in

those documents, and third, to analyze and interpret the collected data based on the knowledge of etymol-

ogy and linguistic geography.

Concerning the discovery of relevant documents, this study focused on one month text of “Miyake Shoan

Nikki”（三宅松庵日記，a journal by Miyake Shoan）owned by Tokushima Prefectural Library and analyzed
the usages of the local dialect. The study confirmed that some words in the document are used in the pre-

sent Tokushima dialect. It is demonstrated that the text is one of the useful resources when accumulating

documentary data on Tokushima dialect during the sixth year of An’ei（安永六年1777）and the first year of
Ten’mei（天明元年1781）period.

As an example of an interpretation of language usages in documents, the author examined “waita”, one

of the local names of wind directions in Shishikui−ura, Kaiyo−cho, Tokushima Prefecture. Based on a

documentary analysis of the cases in “Shinsen Koreki Benran”（新撰古暦便覧）owned by Dainichi−ji Temple
（大日寺）and a geo−linguistic analysis of the word, the author proposed a new interpretation of the origin
of “waita”.

―２９４―
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